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例ロ

ぬかだに

1 本書は石川県金沢市額谷町地内に所在する、額谷遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2 額谷遺跡の発掘調査は、石川県土木部都市計画課所管の都市計画道路 3 • 3 • 6鈴見新庄線整備

事業の施工に起因するもので、石川県金沢土木事務所の依頼により石川県立埋蔵文化財センター

が実施した。

3 発掘調査に係る費用は石川県金沢上木事務所が負担した。

4 現地調査から出土遺物整理、報告書刊行に至るまでには下記の機関、個人の協力を得た。

［機関］石川県土木部都市計画課、石川県金沢土木事務所、石川県教育委員会文化財課、社団法

人石川県埋蔵文化財保存協会、金沢市教育委員会、国際航業株式会社、村落遺跡研究会

［個人］岡本淳一郎、樫田 誠、唐川明史、久保有希子、千場勉、谷口宗治、福海貴子、増山

仁、横山貴広、吉田淳（個人名五十音順、敬称略）、石川県立埋蔵文化財センター・社団法人石

川県埋蔵文化財保存協会職員各位

5 発掘調査は平成 7年度から平成 9年度にかけて実施しており、調査面積、各年度の内容、費用は

下記の通りである。

［調査面積］ 約1,500m'

［調査内容］ 平成 7年度 現地調査、出土遺物整理 （費用 14,498,491円）

平成 8年度 出土遺物整理 （費用 1,400,000円）

平成 9年度 報告書作成・刊行 （費用 1,500,000円）

6 出土遺物の整理については、社団法人石川県埋蔵文化財保存協会に作業を委託して行った。

7 本報告書の執筆、編集は安 英樹（石川県立埋蔵文化財センター主事）が行なった。

8 表紙のイラスト「額谷弥生ムラの四季」は唐川明史氏から原図の提供を受けて、安が構成した。

9 本書についての凡例は下記の通りである。

(1)方位は座標北を指し、座標は国±座標第渭系に準拠している。 (2)水平基準は海抜高で示してい

る。 (3)縮尺は図内に示した。 (4)土層図・断面図について、地山は「レンガ」で示した。 (5)出土遺

物番号は図・写真で共通している。 (6)その他の凡例については、遺構はN、遺物は Vで示した。

10 発掘調在で得られた記録資料、出土遺物は石川県立埋蔵文化財センターで保管している。
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I 位置と環境

l 遺跡の位 置

ぬかだに

本書で報告する額谷遺跡は石川県金沢市額谷町に所在

する。金沢市は石川県域の中央やや南寄りに位置する県

庁所在地であり、県域の南東に連なる白山山系の山々か

ら流下する犀川と浅野川の二つの主要河川に挟まれた地

域が市域の中心となっている。江戸時代の加賀藩百万石

の城下町として、また日本三名園の一つ兼六園を擁する

情緒豊かな地方都市として著名である。

韻谷町は、白山山系の先端部として市域の南西部に連

なる霜樫山地の麓に位置する集落である。山麓に接して

広がる平野は手取川扇状地の東端部にあたり、扇頂から

扇端へ向けて放射状に流れる中小河川が幾筋も形成され

ている。これらはかつての手取川の流路といわれ、平野

を灌漑する用水として利用されている。額谷町の周辺の

平野を潤す主な河川は、富樫用水の支流でもある高橋川

である。高橋川は用水の取水口を設けている鶴来町から

山麓に沿って北流し、伏見川と合流、さらに下流で犀川

へ注いでいる。伏見川に合流するまでに、山地から流れ

出る多くの谷川の水を受け入れていることが他の河川と 図l 石川県・金沢市の位置

は異なる特徴であり、額谷町の北東に流れ出る七瀬川も高橋川に注いでいる。周辺は近年、住宅や道

路の建設、河川の改修などの開発が著しく、水田地帯であった景観は一変している。

なお、額谷町は神護景雲 2 （西暦 768) 年創建と伝える延喜式内社である額東神社を鎮守としてい

る。かつては額七か村の総社で、集落の東方の山麓にあったものが長享年間（西暦1487~1489年）の

一向一揆による戦乱で消失し、集落内の現在地へ移転したという11。また、江戸時代から昭和初期に

かけては火鉢等の材料として屯宝された「額谷石」を産出しており、七瀬川上流の山中にはその石切

り場が見られる。現在の額谷町は宅地化が進行する一方で、福祉施設や各種の公園を集積するなど「憩

いの場」づくりにも余念がないようである。

額谷遺跡は集落の背後に迫る山地の先端部に立地している。昭和50年ごろに林道を開削した際に弥

生土器が出土しているのが発見され、弥生時代の遺跡として周知されたという。正式な記録がないた

め詳細は不明であるが、おそらくは現在の墓地公園へ至る道路のことであろう。また、集落から山地

へ上っていく小道の通った一帯を地元では「ドキザカ」と通称しており、おそらく土器が出土したこ

とがあるのであろう。やはり詳細は不明ながら、額谷遺跡の一部である可能性が高い。

2 周辺の遺 跡

額谷遺跡の周辺の遺跡は、発見されているものだけでも 50遺跡を超える（2。発掘調査が行われてい

る遺跡も数多いが、それらの大半は開発行為に伴う緊急発掘調査である。遺跡の立地は、平野と山地

-1-



図2 簡谷追跡と周辺の追跡（S=l/25,000)

- 2 -

額谷遺跡 （弥生 ・近世）

額谷ドウシンダ遺跡（縄文～平安）
1 982年金沢市教委発掘，•i1在

額谷カネカヤプ遺跡（縄文・弥生 ・占代 ・中世）
1992 • 1993年金沢市教委発掘関在

4 四十万遺跡 （縄文）

5 三十苅遺跡 （奈良 •平安 ）

6 御廟谷墳墓群（中世）県指定史跡

7 高尾城跡（室町）

8 高尾山寺遺跡（不詳）

9 狐青横穴群（古ft'l)

10 高尾古墳（占泊）

11 高尾ジ ョウザブロウ横穴 （古泊）

12 高尾 A 遺跡 （奈良 •平安）

13 高尾天神堂遺跡 （平安）

14 高尾新町遺跡（奈良•平安）

15 高尾新マトパ遺跡 （奈艮•平安）

16 高尾イシナ塚古墳（，＇サt'l)

17 高尾公園遺跡（平安）
1980年金沢市教委発掘潤在

18 窪遺跡 （占沿 ・中世）

19 満願寺山遺跡（弥＇t）

満願寺山古墳群 （古泊）

満願寺山砦跡 （中世）

- • 0 120 大額キ ョウデン遺跡 （弥生～中世）
1993年貼埋文センタ ー発掘濶査

額新町遺跡 （古tt'l・平安）
1993年金沢市教委発掘濶牡

馬替遺跡 （縄文 ・ 奈良 • 平安・中世）
1992年金沢市教委発掘滋在

扇台遺跡 （弥生 ・古旧・平安）
1991 • 1992年l';l埋文センタ ー、
1993 • 1995 • 1 996年金沢市教委発掘、•i1行

扇が丘ハワイゴク遺跡（縄文・弥生・平安・中世）
1990 • 1991年県埋文センタ ー、
1997年野々市町教委発掘，l1在

扇が丘ゴショ遺跡 (';年生・占代・中世）
1989 • 1990 • 1992年肌埋文センタ ー発掘濶在

26 富樫館跡 （中世）町指定史跡

1986 • 1988~1990 • 1992年～
野々市町教委発掘濶在

27 高橋セポネ遺跡（弥生 ・奈良）
1990 • 1991年野々市町教委発掘滋在

28 久安トノヤシキ遺跡 （古fn)

29 久安さんまいJII遺跡 （＇l勺安）

30 円光寺向田遺跡 （奈良 • 平安）

31 寺地向田遺跡 （奈良）

32 寺地シンドロ遺跡（，印

33 円光寺A遺跡（縄文）

34 寺地A遺跡 （縄文 ・ 奈良 • 平安）

35 寺地B遺跡（奈良・ 'lこ安）

36 有松c遺跡 （縄文～古J(l)

37 有松A遺跡（縄文）

38 有松D遺跡（，Jffn．平安・室町）

39 押野ウマワタリ遺跡（弥生）
1990 • 1991年野々市町教委発掘濶在

40 押野館跡（宅町）

41 押野タチナカ遺跡（弥’1,・占閉・中世）
1980~1984 • 1993 • 1994年
野々市町教委発掘，慨介

42 押野大塚遺跡（縄文・弥生）
1981 • 1992年野々市町教委発掘，iわ在

43 米泉遺跡（縄文・弥生・‘f安）
1987年県埋文センク 一発掘濶在

44 押野大塚古墳 （，Iサt'l)

45 日本たばこ金沢工場遺跡（奈良 ・‘f安）

46 増泉穴田遺跡（弥’l:• lIrfn) 



に大別され、平野部に立地するものが圧倒的に多い。この傾向は遺跡の実態をある程度反映すると同

時に、平野部への開発行為の集中をも表していると言える。時期的には縄文時代から室町時代まで、

幅広い時代に見られ、平野部にはいくつかの時代が短期間ずつ断続的に複合した遺跡が多い。

縄文時代の遺跡は中期以前と後期以降で分布が大きく変化している。中期以前の遺跡は山地裾に立

地する額谷カネカヤブ遺跡（図 2の 3) 以外ではほとんど見られない。これに対して縄文後期以降の

遺跡は馬替遺跡 (22) など、平野部を中心に複数見られる。立地が弥生時代以降とほぼ共通する縄文

後晩期の遺跡には初期農耕集落の存在も予測されるが、明確な遺構を確認した遺跡はほとんどなく、

その実態は不明である。

弥生時代は平野部を中心にきわめて多くの遺跡が存在するが、前期や中期の遺跡はほとんど見られ

ず、大半が後期、それも後期後半から終末の時期に集中する。高橋セボネ遺跡 (27)、扇が丘ゴショ

遺跡 (25)、扇台遺跡 (23)、大額キョウデン遺跡 (20)、額谷ドウシンダ遺跡 (2) などでは、単位

としてはやや小規模なものもあるが集落として認識できる遺構・遺物が確認されている。各遺跡は同

時並存を考えてよいものが多く、水系を共有してブロック的にまとまった農耕集落群と理解したい。

こうした弥生後期の状況は地下水が自噴するような金沢市域の平野部と共通しており、地形は異なる

がどちらも初期農耕に適していたと見たい。私見では富樫山地の流水とも連絡した高橋川の比較的安

定した水系が当地域の集落の発展を促した可能性を考えている。

古墳時代は前期の集落が平野部に、中後期の古墳・横穴が山地に見られるが、それぞれが対応する

はずの前期古墳と中後期の集落はほとんど見つかっていない。前期古墳の所在は満願寺山古墳群(19)

に求めたいところであるが、弥生時代の墳丘墓の可能性もあろう。また、扇状地扇端部で既に確認さ

れている御経塚シンデン古墳群のように、平野部に築かれた古墳群の存在も考慮すべきである。

奈良時代後半から平安時代前半にかけて、当地域の遺跡数は再び増加するようであり、密度の高い

分布状況は弥生後期のものにきわめて近くなっている。そして「お堂」を連想させる四面庇付掘立柱

建物を検出した扇が丘ハワイゴク遺跡 (24)、仏器的な須恵器や基壇材と思われる墳を出土した額谷

カネカヤブ遺跡（ 3) の他、集落とは考えにくい山中に立地する遺跡が散見される等、信仰との関連

が深まっていると言える。こうした様相は律令国家体制の弛緩に伴った初期荘園を核とする開発の進

行と、密教を中心とした仏教の地方・民間への流行や、天長 9 （西暦 832) 年には登拝道が開かれて

いたという白山信仰の広がりといった当時の社会背景をうかがわせる。

鎌倉時代から室町時代にかけての当地域は、加賀の中小武士団から出自して守護大名となった富樫

氏の本拠であり、一向一揆衆との抗争で滅亡した地でもある。遺跡としては富樫館跡 (26)、高尾城

跡（7)など富樫氏に直接関連するものの他でも、富樫氏が加賀国守護として君臨した鎌倉時代末か

ら室町時代にかけての館跡・集落が見られ、当時守護所が置かれ加賀の中枢として機能していたはず

の地域として、きわめて重要な様相と言えよう。なお、富樫氏累代の墓所と伝える御廟谷墳墓群（ 6)

については、高尾城の一部として形成されたとする高井勝巳氏の見解と、前代から継続してきた山間

寺院とする宮本哲郎氏の見解がある。
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II 経緯と経過

l 事業概要

本書で報告する額谷遺跡の発掘調査は、都市計画道路 3 • 3 • 6鈴見新庄線の整備工事に起因す

る。この路線は東部環状道路、加賀産業開発道路とともに金沢都市圏の外環状道路に位置付けられる

幹線道路である。このうち東部環状道路については建設省がすでに事業に着手しており、鈴見新庄線

においても、街路事業、土地区画整理事業等による整備が順次進められている。

現在の鈴見新庄線は人家が連担しており、道路が曲がりくねっているうえ、幅員が狭いにも係わら

ず、約10,000台／12hと過密な交通量があり、人家への飛び込み事故や児童の交通事故が相次ぎ、交

通の危険地帯となっている。また、周辺地区の宅地開発により、今後ますます交通量の増大が予想さ

れ、さらなる交通安全の確保が求められている。

このため、道路を幅員の広い車道と歩行者や自転車がゆったりと通行できる歩道に分離し、交通の

円滑化と額谷•四十万地区の生活環境の保全と快適な町づくりを目的とし、石川県上木部都市計画課

（以下、都市計画課）が推進している金沢市街地都市計画事業の一環として、幹線道路を整備する計

画が策定されたものである。道路の幅員は25mで、幅員構成は自転車歩行者道4.5mX2、路肩0.5m 

X 2、車道6.5mX2、中央帯 2mである。

2 分布調在

石川県立埋蔵文化財センター（以下、埋文センター）では、事業の施工を担当する石川県金沢土木

事務所（以下、金沢土木事務所）の工事計画の提示に対して、埋蔵文化財の有無を事前に確認する分

布調在を実施する必要があり、施工についてはその結果をもって協議する方針で対処してきた。埋蔵

文化財分布調在は、「解が得られた区間から順次実施している。これまでに分布調査を実施した七瀬

川から北側の区間では、遺跡は発見されていない。

本書で報告する額谷遺跡の発掘調在に係る工事区間については、金沢土木事務所は平成 7年 1月6

日付けで事業区間の埋蔵文化財分布謂査を埋文センターに依頼した。埋文センター企画調整課では区

域内の埋蔵文化財の分布状況について資料謂査を行ったところ、周知の額谷遺跡（県番号1104) の範

囲に重複していることが判明した。埋文センターは額谷遺跡の分布状況を試掘調査で確認し、その結

果をもって再度協議する必要があると判断し、バックホーを使用した試掘調査を計画、金沢土木事務

所担当者と協議の上、平成 7年 2月13日に実施した。調在区域は七瀬川から南側の用地買収が完了し

た区間を対象にし、調査費用については金沢土木事務所が負担した。

その結果は、区間の南側で埋蔵文化財の分布が確認され、額谷遺跡の一部であることが判明した。

調在結果は埋文センターが平成 7年 2月20日付けで金沢土木事務所に回答し、今後の対応について

は、埋蔵文化財が分布する区域については工事前に発掘調在が必要であるとした。調査結果をもとに

金沢土木事務所・埋文センターが協議した結果、発掘謂査については、平成 6年度内は埋文センター

の発掘調査スケジュールがすでに完「しているため実施が不可能であり、翌平成 7年度以降に実施す

ることで合意となった。
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3 現地調在

領谷遺跡の発掘調査については、平成 7年 4月28H付けで金沢土木事務所から依頼があり、埋文セ

ンターでは同年後半の現地調査を計画し、回答した。

現地調査は、沢田まさ子（埋文センター調査第一課主任主事、以下職名はいずれも当時）、安英樹

（同主事）が担当し、浅野豊子（同嘱託）が補佐した。統括は中島俊一（調査第一課課長）、新屋康

夫（総務課課長）が行った。また、埋文センターが実施している市町村埋蔵文化財専門職員長期研修

の実地研修として、千場勉（能登島町教育委員会）が調査に参加している。

［参加作業員］赤木晴信、浅田恵子、伊藤直子、池上治夫、乙 澄範、加成美千代、北村正作、北本

寛、熊野淳夫、桑本ッタ子、近藤 章、坂井和子、坂井恵美子、坂野紀子、 □納久子、嶋崎博美、下

田多美恵、高村綾子、高山良子、寺西朝子、中野恵美子、中野キミヨ、西村雅恵、西村靖子、後本晴

美、橋浦一枝、平嶋 正、堀 あかね、松本和雄、松本金一、水岡美紀、宮川孝子、山岸祥子

現地調査に際しては、事前に金沢土木事務所担当者と打ち合わせを行ない、用地境・調在範囲の確

認、立木の伐採、排土の処理、仮設事務所の設置場所、作業員の手配等について調整したのち、平成

7年 9月25日から着手した。表土の除去はバックホーを用いて行い、遺構検出・掘り下げから作業員

を投人した。調査の状況からは、調査範囲の一部変更が必要と判断され、金沢土木事務所の「解を得

て、調査区を一部北側へ拡張し、また調査区外の斜面にトレンチ調査を行った。図化に用いる基準点

の測量及びグリッドの設定は業者委託で10月17• 18日に行った。図化については、ラジオコントロー

ルヘリコフ゜ター撮影による空中写真測量図化を業者委託で12月9日に実施した。作業は 12月15日に完

r、調査区を引き渡し、現地調査は終了した。調査面積は約1,500m'である。

淵査の成果については12月 7日に報道機関に発表し、 12月10Bに一般を対象とした現地説明会を実

施している。現地説明会当日は好天に恵まれ、約100名の参加者があった。なお、当日は金沢市教育

委員会から額谷カネカヤブ遺跡の出土遺物を借り受けて展示し、好評を博している。

4 屋内整理

平成 7年度は現地調査の終「後、空中写真測量図の校正作業、出土遺物の整理作業を行った。スタッ

フは現地調在と同じである。出土遺物の整理作業は主に社団法人石川県埋蔵文化財保存協会（以下、

埋文保存協会）に委託して行い、洗浄作業を平成 8年 1月29Hから 3月29日まで行った。埋文保存協

会の作業担当者は岡本晃、浅井勝郎、末貨しげ子である。

平成 8年度は 6月13日付けで金沢土木事務所から依頼を受けて、出上遺物の整理作業を行った。作

業は安が担当し、沢田（調査第一課主在）、浅野が補佐した。統括は小嶋芳孝（調査第二課課長）、新

屋康夫（総務課課長）が行った。出土遺物の整理作業は主に埋文保存協会に委託して行い、記名、分

類、接合、実測、遺物・遺構実測図のトレース作業を平成 8年 9月 2Hから 9月30日まで行なった。

埋文保存協会の作業担当者は松田智恵子、小林なお子、尼崎昌美、横田真佐子、馬場正子、北康子で

ある。

平成 9年度は 6月 9日付けで金沢上木事務所から依頼を受けて、出土遺物の写真撮影、原稿執筆、

挿図・図版作成を行い、発掘謂在報告書を編集、印刷し、刊行した。作業は安が担当し、沢田（調査

第一課調査専門員）、浅野が補佐した。統括は小嶋芳孝（調査第二課課長）、新屋康夫（総務課課長）

が行った。
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m 調査の概要

l 調査区の設定

現地調査の方法はグリッド法による全面発掘調査である。グリッドは10m方眼で、主軸を国土座標

の東西南北方位に沿わせて設定した。基準点は東西軸を算用数字 (0~6)、南北軸をアルファベッ

ト大文字 (A~E)で表記して組み合わせた区割りを行い、グリッド名は北西の基準点をわりあてた。

グリッドと座標の対応は、 C4杭が X= +56, 100、Y= -48,050である。基準点「 0」はグリッド設

定後に調査区を拡張したために生じた。また、グリッド主軸に対して道路線形が斜行しているため、

用地境界に接するグリッドの面積は他と均等にはならず、 AO・Al ・A2・A6・BO ・D5・D 

6・E3・E4・E5・E6区となるグリッドは調査区外に位置し、実際には存在しない。

2 微地形と層序

調査区は富樫丘陵の先端部の斜面に位置しており、眼下の平野部はもとより、好天時にはその先の

日本海までを視野に含めるパノラミックな眺望を誇る。標高は64~66mを測る。地形は北、南、西の

三方に下降しているが、調査区内の傾斜は等高線の間隔が示すように非常に緩やかであり、概ね水平

方向 6mに対して垂直50cm程度の比高差を測るに過ぎない。調査区の東側、すなわち山地側へはしば

らく緩傾斜地が続いており、畑、果樹園として利用されている。調査区の北端及び南端では等高線が

巻き込んでおり、谷が人り込んできている。また、平野部へ向かう調査区の西側は調査区外で急激に

下降する急崖となる。層序は厚さ 20~30cmの表土を除去するとすぐに安定した地山となり、遺構が検

出できた。遺物包含層は確認できなかった。

以上から、調査区は平野へ向かって張り出している尾根筋に相当する地形と思われる。ただし、極

端な緩傾斜については自然地形とは考えにくい。層序からみても、開墾された時点の切り盛りで削平

を受けたものと思われ、後述する調査の成果ではっきりと証明されている。同様に、調査区北方の谷

は現状ではあまり起伏が目立たないが、調査では急激に落ち込む地形を確認しており、開墾時に埋め

られている可能性が高いものといえよう。

3 遺構と遺物

発掘調査の結果、溝24条、土坑70基、落ち込み19基、小穴約300基等の遺構が検出された。これら

の遺構のうち、主に溝、小穴について配置を検討したところ、調査区の東半部に弥生時代後期の建物

跡が多数存在する集落となることが判明し、竪穴系建物5は10軒、掘立柱建物は 8軒が復元できた。

さらに丘陵に立地する弥生時代の環濠集落となる可能性を考えて、調査区西側の急斜面にトレンチを

設定したが、遺構は確認されなかった。その他の遺構では、調査区の西端に火葬場と思われる落ち込

み、火葬に関係する土坑、火葬墓と思われる土坑があり、出土した陶磁器から、近世・近代の時期と

確認された。

出土した遺物は総量でコンテナバット 10箱におよぶ。内容は縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、

陶磁器、近世・近代土師器、鉄器、石器、石製品、銭貨、動物遺体、植物遺体、焼土塊である。量的

には弥生時代後期の集落に伴う土器が圧倒的に多く、その他の遺物は少ない状況である。
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図4 調査区のグリッド (S=1/500) 
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遺 構

l 調在方法

現地調在で検出された遺構は、その形状に応じて SD （溝）、 SK （土坑）、 SX （落ち込み）、 P

（その他小穴など）の略号と算用数字（ l~）の番号で表記したが、その区分は多分に惑覚的でそう

厳密なものではない。調査方法としてはまずプランを検出し、基本的に半掘、あるいは畦を残して断

面形、埋土堆積を観察し、必要に応じてメモもしくは実測図を作成した後、全掘する方針を採った。

最も高密度で分布する Pのなかには柱穴も相当量存在すると感じられたが、一帯の削平と遺構の錯綜

が著しかったため、建物の存在は竪穴系建物、掘立柱建物ともに群としての配置や規模を大まかに把

据したにすぎず、確定するには至らなかった。遺構の図化は空中写真測量によって縮尺1/20で行い、

等高線は 5cmごとで原図を作成し、全体図は原図をもとに縮尺1/100で編集している。

建物遺構は現地調査終了後に空中写真、平面図、土層図などの記録資料を検討することによって復

元した。建物の検討は規模、埋土堆積の似通った主柱穴の配列と周溝の組み合わせを中心に行い、各

種遺構の組み合わせで一軒の建物を構成するものを包括して S I （竪穴系建物）、 SB （掘立柱建物）

に区別して表記し、算用数字の番号を振った。また、同一建物の建て替えが想定される場合、アルファ

ベット小文字（ a~）で細分した。以下に担当者の理解を提示していくが、建物遺構の軒数、規模、

配置を確定するにはまだまだ検討が不十分と感じている。本書では図 7~17、表 l~ 4など遺構の記

録データもできる限り掲載して、識者の後 Bの検討に委ねることにしたい。

2 竪穴系建物

Slla•b•C （図18• 19、写真 m)

C 3区～ D4区にかけて位謂する。周溝 SD14とそれに伴う柱穴で設定した。 SD14は幅21~37cm、

深さ 6~11cmの浅い溝で、埋土は暗褐色粘質土である。建物の南西側でのみ確認でき、他の部分は削

平されたと思われる。断面形状からは壁固溝と判断される。咀複する遺構との関係は P272よりも後

出することが確認できている。

主柱穴は概ね径50~70cm、深さ 50cm前後で、埋土は暗褐色か黒褐色の粘質土を韮調とする。 a~ C 

の 3組の配置を復元しており、北から反時計回りで aはP227 • P 37 • P 26 • P 1 • P 6 • P 278 • P 

17 • P 19の 8本、 bは P226 • P 27 • P 3 • P 8 • P 9 • P 309 • P 20 • P 49で、 CはP39 • P 27 • P 

2 • P 8 • P 9 • P 18 • P 20 • P 48で同じく 8本かそれ以上である。 b. Cは柱がほぼ同一位置で、

aとは位置をずらしており、 C の柱穴は間層に焼土層があるなど焼土を顕著に含む堆積パターンが特

徴的である。 P26 • P 27の爪複などから、 a • b • cの順の先後関係とわかる。

これら以外の遺構として、建物中心部付近にも柱穴が多く確認された。まず、主柱よりも内側で 4

本配置が 2組確認され、概ね径30~50cm、深さ 20~40cmを測り、主柱よりもひとまわり小さくて浅い。

埋土と位置関係から aか bに P29• P319 • Pl2 • P320が、 bか Cに一つは攪乱で失われて P30 • P 

13 • P 21がそれぞれ対応し、副柱的な柱穴と推定する。内側の主柱のさらに内側に位置する小穴のう

ち、ほぼ中央に位置する P22は径50cm、深さ 40~60cmを測り、灰穴炉か、ほとんど類例がないが心柱

的な柱穴と考えたい。 P24 • P 25は埋土に焼土を含む小穴で、灰穴炉の可能性がある。なお、 SK 2 

は主柱穴と同様に多量の焼土が出土しており、建物に付属する土坑となる可能性が高い。 SK3につ
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D-

66.0m 

Pl土層

1 黒褐色粘質土

2 黒褐色粘質土（地山プロック少量、炭含む）

3 褐色粘質土（地山プロックを多数含む）

4 褐色粘質土 (3より地山プロックの含み少ない）

5 3と同じ

6 暗褐色粘質土 (2より地山ブロックの含み少ない）

7 4と同じ冒．8m

P9土層

1 暗褐色炭（褐色土・地山プロック含む）

2 褐色粘質土（炭、大粒の地山ブロック含む）

3 暗褐色粘質土（炭・褐色土ブロック少量含む）

4 暗褐色粘質土 (3と似るが、ブロック大粒となる）

5 褐色粘質土 (2と似る）

6 暗褐色粘質土 (4と似る）

冒
P2土層
l 黒褐色粘質土
2 黒褐色士（木根により地山プロック含む）
3 赤褐色焼土（炭多く含む）
4 暗褐色粘質土（小地山プロック多く含む）
5 褐色粘質土（地山・暗褐色土混合のプロック含む）
6 黒褐色粘質土（炭・地山ブロック少し含む）
7 黒褐色粘質土 (6よりシルト質強い。炭含む）
8 暗褐色粘質t(4よりやや粒子細かくシルト質強し）

"66 . 3 m  

P 17土層

1 暗褐色粘質土

2 黄褐色粘質土（褐色土ブロック多く含み濁る）

3 暗褐色粘質土

（黄色粘土プロック多く含み濁る、 2よりしまり良い）

旦 宣｀2m 

1 暗褐色粘質土（濃、炭粒・土器含む）
2 褐色粘質土（しまり悪い、木根か）
3 濁黄褐色粘土（ブロック状、褐色土含む）
4 赤褐色焼土

5 黄褐色粘土（ブロyク状、 3より濁りない）
6 濁黄褐色粘土 (3と同じ）
7 褐色粘質土（淡、木根か）

:`661m  

1 暗褐色粘質土（黄色粘土ブロック・

炭粒含む。点線から下は不明）

2 暗褐色粘質土(1より黄色粘土プロ

ック大粒・多量）

m
 ゜

郎｀
闘

P 27 P 26 
9 E 

65.8m 

P26・P27土層

1暗褐色粘質土（黄色粘土プロック含む）

2暗褐色粘質土（炭粒含む、比較的均質で濃い）

3 暗褐色粘質土 (3より淡いがほぼ同質）

4 暗褐色粘質土（黄色粘土ブロック大小多く含む）

5 赤褐色焼土（上部に炭粒見られる）

6 暗褐色粘質土（岩盤状の黄色粘土ブロック含み、淡い）

7 暗褐色粘質土 (4とほぼ同じ）

8 黄褐色粘土（褐色土プロソク含み、斑状）

9 暗褐色粘質土（黄色粘土ブロック少し含む）

10 黄褐色粘土 (8とほぼ同じ）

11 暗褐色粘質土 (9より黄色粘土ブロック少し含む）

12 暗褐色粘質土（黄色粘土プロJク・黒色粘土プロック・炭粒含む）

東 SK2 西
~=---66.2m 

6 3 

8 

SK2土層（東西間）

1 黒褐色粘質土（炭・焼土含む）

2 暗赤褐色粘質土（炭・焼土層）

3 暗褐色粘質土（炭・焼士・地山ブロソク含む）

4 褐色粘質土

5 褐色粘質土（プロック状）

6 褐色粘質土 (4とほぼ同じ）

7 暗褐色粘質土（地山ブロック多く含む）

8 黒褐色粘質土（炭・焼土含む）

m
 ゜

郎

Q彗
P30土層

1 黒褐色粘質土（炭・地山ブロック多く含む）

2 暗褐色粘質土（炭・地山ブロソク多く含む）

P25土層

1 黒褐色炭

2 暗褐色炭

3 暗褐色粘質土・褐色粘質土の混合

（大粒の地山ブロックを含む）

4 暗褐色粘質土

（小粒の地山ブロック多く含む）

北 SK2 南 66.2m 

`=— 

SK2土層（南北問）

1 黒褐色粘質土（炭・焼土含む）

2 暗赤褐色粘質土（炭・焼土層）

3 暗褐色粘質土（炭・焼土層・ 2より炭大きい）

4 暗褐色粘質土（炭・焼土・地山ブロック含む）

5 褐色粘質土（しまり悪い）

6 黒褐色粘質土（炭・焼土含む）

s-
P39 

T 

66.0m 

鳳
P39土層

1 黒褐色粘質土（炭・焼土多く含む）

2 赤褐色焼土（炭多く含む）

3 暗褐色粘質土（炭・焼土・地山ブロック含む）

4 褐色粘質土（地山ブロック多く含む）

5 3と同じ

P49土：古` m

1 暗褐色粘質土（炭状・焼土・黄色粘土ブロック少し含む）

2 暗褐色粘質土（大粒の黄色粘土プロックとの混層）

3 暗褐色粘質t(lとほぼ同質、やや淡い） 1の掘り方か

4 黄褐色粘質土（暗褐色土含み、濁る）

5 暗褐色粘質土（1• 3より淡い。比較的均質）手前にくるピットの掘り方か

6 暗褐色粘質土（きわめて大粒の黄色粘土プロックとの混層）

P21 SK3 

い疇”66.lm

゜

P 21土層 (SK3内）

1 暗褐色粘質土（炭・焼土少し含む、黄色粘土ブロック含む、濃暗）

2 暗褐色粘質土（lに近い、黄色粘土プロック少ない）

3 暗褐色粘質土・黄色粘土ブロック大（混層）

4 暗褐色粘質土（黄色粘土ブロ、Jク大小含み、斑状）

2m 

図19 竪穴系建物 SI1土層（1/60)
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いては内側の柱穴と重複していることから併存はしないが、他に別の柱列が見いだせればそちらに伴

う士坑かもしれない。その他の遺構の多くは、建物との関係が不明確である。

遺物は士器、石、焼土塊が出土しており、図29の 1 • 2の弥生上器を図化し、掲載した。 1は周溝

と先行する P272の中間から出土しており、建物の時期の上限を示す。

S I 1は東端が調査区外へ出ているが、 P22をほぼ中心で想定すると、円形プランの特大型の竪穴

系建物に復元できる。 SD14は、壁周溝とすると柱穴との間隔が広がりすぎることから、外周溝かも

しれない。建物の時期は出土遺物から、弥生時代後期終末を中心とする。重複する他の建物との関係

は、 SB8よりも後出する。建て替えは a • b • cの順で認められ規模が拡大している。 C の段階以

降火災に遭っているが、堆積状況から見ていわゆる「火付けかたづけ」の可能性があろう。

S I 2 （図20、写真 N)

調在区北端の拡張区、 E 1 区 •E 2区にかけて位置する。周溝 SD 2とそれに伴う柱穴 P109 • P 

263で設定した。 SD 2は南側で幅30~40cm、深さ 10~15cm、北側で幅約60cm、深さ 7~12cmを測り、

埋土は暗褐色粘質上である。直線的に走る浅い溝が削平されて間がとぎれたのだろう。断面形状と位

置関係から壁周溝と判断され、重複する SD 3よりも後出する。主柱穴は径50cm前後、深さ 25cmを測

り、埋土は黒褐色粘質上を碁調とする。 4本主柱の一辺と思われ、この位置なら SD2の両端は壁の

コーナーにかなり近い部分であろう。遺物は土器、石、炭化木、焼土塊が出土し、うち図29の 3 • 4 

を図化し、掲載した。

S I 2 は全体の約半分が調在区外へ出ているが、一辺 lOm 程度の四角形フ゜ラン• 4本主柱の竪穴系

建物に復元できる。時期は出土遺物から弥生時代後期終末に位置付けられる。里複する他の建物との

関係は、 SI 3よりは新しく、 SB 7については不明である。

S I 3 a • b （図20、写真N)

調鉦区北端の拡張区、 D0区～ E2区にかけて位置する。周溝 SD 3とそれに伴う柱穴で設定した。

SD  3は幅45~70cm、深さ 30~40cmを測る、断面 U字の深くてしっかりした掘り込みをもって弧状に

走る溝で、地形が下降する北へ向かって浅くなってとぎれている。 E0区に位置する浅い溝とは方向

が共通しており、環状に連結していた可能性もある。埋土は黒褐色粘質土と暗褐色粘質土があり、直

複する SD2、 SK18より先行する。断面形状から外周溝と判断される。

主柱穴は概ね径30~40cm、深さ 15~30cmを測り、埋土は暗褐色粘質土を甚調とする。 a • bの 2組

の配誼を確認しており、北から反時計回りで aはP321• P233 • Pll2 • P241、 bはやや北東にずれ

て P240 • P 245 • P 231で、どちらも東半が調査区外へ出ているが、外周溝との位置関係からも 6本

主柱を想定できる。柱穴に重複がないために、 a • bの先後関係は不明である。

遺物は土器、石器（すり石・打製石斧）、炭化木、焼土塊、鉄器が出土し、うち図29の 5 • 6、図

33の 2を図化し、掲載した。

S I 3は全体の約半分が調在区外へ出ており、壁が削平で失われているので正確な規模は明らかに

できないが、外周溝をもつ 6本主柱の竪穴系建物が復元される。建て替えについては a とbでかなり

主柱の位置がずれていることから、空白期を挟んで断続する可能性があり、周溝は aと b共通ではな

い可能性もある。参考までに柱と外周溝の中間に壁を想定すると、直径 9mの円形か l辺 5m の六角

形プラン、 aで50~60m'程度の床面積が算出される。時期は出土遺物から弥生時代後期終末を中心と

する。重複する他の建物との関係は、 SI 2よりも古く、 SI 10、 SB 7については不明である。

S I 4 （図21• 22、写真 V)

調査区の南東部、 C5区を中心に位置する。周溝 SD18とそれに伴う柱穴で設定した。 SD 18は幅
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30~40cm、深さ 12~22cmを測る、断面 U字の深くてしっかりした掘り込みをもった溝で、柱穴群の南

側を弧状に走り、西側で完結している。埋土は暗褐色粘質土である。直複する遺構との関係は P182 • 

P 255 • P 256などの柱穴よりは後出で、 SD 15 • S D 1 7 • S K 36よりは先行する。近接する SD19と

はほぼ並走する位置関係になる。 SD18は断面形状から外周溝と判断される。

主柱穴は概ね径40~60cm前後、深さ 45~70cmを測り、埋上は暗褐色粘質上を枯調とする。北から時

計I[lりで Pl85• P228 • P210 • P188で、東端が調在区外へ出ている 5本ないし 6本主柱を想定でき

る。柱穴 P228は重複する SK40より先行する。なお、柱列内に位置する P260は他の柱穴よりひと回

り小さく、焼土が出土していることから、灰穴炉となる可能性がある。この場合 P260と主柱との位

置関係を考えると、 6本主柱の建物とするのが適切であろうか。

遺物は土器、石が出土し、うち図29の 7を図化し、掲載した。弥生時代後期後半に位置付けられる。

S I 4は建物の東部が調査区外へ出ており、壁が削平で失われているので正確な規模は明らかにで

きないが、外周溝をもつ 5本ないし 6本主柱の竪穴系建物に復元したい。参考までに柱と外周溝の中

間に壁を想定すると、直径 9mの円形か l辺5mの多角形プラン、 50~60m'程度の床面積が算出され

る。時期は出土遺物から弥生時代後期後半である。重複する他の建物との関係は、 SI8・SI10ょ

りも新しい。また、遺物と建物型式からみて SI 5よりは古いと考えている。

S I 5 （図21• 22、写真 V)

調在区の南東部、 C5区を中心に位置する。周溝 SD19とそれに伴う柱穴で設定した。 SD19は幅

35~45cm、深さ 11~21cmを測る、断面 U字の深くてしっかりした掘り込みをもった溝で、柱穴群の南

側を弧状に走り、西側で完結している。埋土は暗褐色粘質土である。重複する遺構との関係は P191 

などの柱穴よりも後出で、 SK37よりも先行する。近接する SD18とはほぼ並走する位置関係になる。

SD 19も断面形状から外周溝と判断される。

主柱穴は概ね径45~70cm前後、深さ 46~64cmを測り、埋土は暗褐色粘質土を基調とする。 P187 • 

P229 • P212で、南端が調在区外へ出ている 4本主柱を想定できる。柱穴 P187はその掘り方が SD

20に接しており、 SD20より先行することが確認されている。柱列内に位置する P209は径約70cm、

深さ約27cmを測り、底から石が出土している。他の柱穴よりひと回り大きいが浅く、ほぼ中央に位置

することから、建物に付属する土坑となる可能性がある。ただし、同じ理解は重複する SI 6でも可

能であり、その帰属は明らかでない。

遺物は土器、石、炭化木が出土し、うち図29の 8~10を図化し、掲載した。弥生時代後期終末に位

置付けたい。

S I 5は建物の東部が調査区外へ出ており、壁が削平で失われているので正確な規模は明らかにで

きないが、外周溝をもつ 4本主柱の竪穴系建物に復元したい。参考までに柱と外周溝の中間に壁を想

定すると、 1辺8mの四角形プラン、 60m'超の床面積が算出される。時期は出土遺物から弥生時代後

期終末である。重複する他の建物との関係は、層序から SI 9より新しく、 SI 6よりも古い。また

建物型式から SI 4よりも新しいと考えている。

S I 6 （図21• 22、写真 V)

凋在区の南端近く、 C5区・ C6区にかけて位置する。周溝 SD20とそれに伴う柱穴 P190 • P 

211で設定した。 SD20は南西・北東方向に直線的に走る溝で、その両端は不明確であるが、削平さ

れている印象を受ける。幅は最大で約50cm、深さ約 9cmを測る浅い溝で、埋土は木痕の影響が大きく

て褐色粘質土である。直複する P186 • P 187 • P 275よりも後出する。断面形状と位置関係から壁固

溝とする。主柱穴は P211が径約40cm、深さ約64cmを測り、 P190はプランの不明確な落ち込みと重複
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しており規模は正確にできない。 4本主柱の 1辺と思われ、この位置なら SD20の両端は壁のコーナー

にかなり近い部分であろう。遺物は土器、石、焼土塊が出土した。

S I 6は全体の約半分が調査区外へ出ているが、一辺 5m程度の四角形プラン・ 4本主柱の竪穴系

建物に復元したい。詳しい時期はわからないが、重複する建物との関係では SI 5より新しくなる。

S I 7 a • b （図23、写真 VI)

C 4区・ C5区に位置する。確実な周溝が捉えられず、柱穴のみで設定した。掘立柱建物とは柱穴

規模、柱間距離の違いで区別でき、周溝は完全に削平されたと思われる。主柱穴は概ね径35~50cm前

後、深さ 25~50cmを測り、埋土は暗褐色粘質土を基調とする。 a • bの 2組の配置を復元しており、

北から時計回りで aは P322 • P 178 • P 179 • P 253の四角形配置、 bはやや南にずれて P323 • P 

255 • P 256 • P 177の台形配置で、どちらも 4本主柱を想定できる。柱穴に重複がないために、 a.

bの先後関係は不明であるが、同一建物の建て替えならば、柱筋が整った aから先行建物の規制によっ

て不整となった bへ移行したと解釈するのが適切であろう。他の遺構との関係では、 aはSD17に先

行し、 bは SD18 • SD 23に先行する。遺物は土器、焼土塊が出士している。

S I 7は、柱穴群の東側に位置する SD16の一部が壁周溝となる可能性があり、その距離をもとに

して、 1辺 5m前後の四角形プランの竪穴系建物を復元し、建て替えを想定したい。詳しい時期はわ

からないが、重複する建物との関係は SI 4より古い。

S I 8 （図21• 22 、写真VI)

B 5区に位置する。確実な周溝が捉えられず、柱穴のみで設定した。主柱穴は P182・ Pl92の 1対

のみであるが、確実に存在する両柱穴を建物として理解するには柱間約 2mの 2本主柱の配置としか

考えられないので、あえて設定した。概ね径50cm前後、深さ約40cmを測り、埋上は暗褐色粘質上を基

調として、 P182は木痕の影響からかやや淡い色調となる。 P182は重複する SD18に先行している。

遺物は土器が出土している。

S I 8は、壁が削平で失われているので正確な規模は明らかにできないが、四角形プランの小型の

竪穴系建物を復元したい。詳しい時期はわからないが、重複する建物との関係は SI 4より古い。

S I 9 （図21• 22、写真 VI)

B 5区・ C5区に位置する。確実な周溝が捉えられず、柱穴のみで設定した。主柱穴は P189 • P 

191の 1対のみであるが、 SI 10と同じ理由から、柱間約 2mの 2本主柱の配置と考えた。概ね径45

~55cm、深さ 30cm前後を測り、埋上は暗褐色粘質土を基調とする。 P191は重複する SD19に先行し

ている。遺物は上器が出土している。

S I 9も正確な規模は明らかでないが、 SI 8と同様に四角形プランの小型の竪穴系建物を復元し

たい。詳しい時期はわからないが、重複する建物との関係は SI 5より古い。

S I 10 （図20、写真 N)

調査区北端の拡張区、 E 0 区 •E 1区に位置する。確実な周溝が捉えられず、柱穴のみで設定した。

主柱穴は北から P243 • P 239 • P 268で、東半が調査区外へ出ている 5本ないし 6本主柱を想定でき

る。概ね径35~50cm、深さ 30~60cmを測り、埋土は P243 • P 239が暗褐色粘質土、 P268が黒褐色粘

質上を碁調とする。遺物は上器が出土している。

S I 10は全体の約半分が調査区外へ出ており、壁が削平で失われているので正確な規模は明らかに

できないが、 5本ないし 6本主柱で円形ないし多角形プランの竪穴系建物を復元したい。詳しい時期、

重複する建物との関係は不明である。
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P 182 
A 旦叩65.9m

P 192 

P 182土層

l 暗掲色粘質土（黄色粘 I：ブロック大小含む）

2 褐色粘質土（しまり悪い、木根か）

3 黄褐色粘t（ブロyク状）

4 褐色粘質土（黄色粘土ブロ、Jク含む）

5 褐色粘質土（やや濃暗、均質）

6 黄褐色粘質t（褐色tーブロ、Jク含み、濁る）

冒旦65.8m

P 192上層

l 暗褐色粘質土（炭・黄色粘上含む）

2 暗褐色粘質土（黄色粘土プロック大小含む）

3 暗褐色粘質土 (2よりも黄色粘土ブロック少ない）

4 暗褐色粘質土 (2よりも黄色粘土プロJクやや多い）

5 暗褐色粘質土（lと似るが、よりしまり良い）

6 暗褐色粘質 I：（やや見色がかる、黄色粘士1町ク含み1に近濯）

7 黄褐色粘土（褐色粘土ブロック含み、濁る）

_<;l_ P 185 !! ぃ66.0m
Ip 186 J 冒 66.0m

P 185土層 P186土層
1 暗褐色粘質t・（炭・黄色粘上プロックわすかに含む） 1 賠褐色粘質土（黄色粘士プロ／ク・炭含む、娩土わずかに含む）
2 暗褐色粘質t (1•3よりやや淡い） 2 暗褐色粘質t（炭含む、黄色粘土ブロ）ク多く含む）

3 暗掲色粘質土(1•2より炭・黄色粘tプロ）クやや多い） 3 暗褐色粘質土（閾含む、 1•2叫中間的な蘭叫賛色刷士1町ク含む）
4 黄褐色粘土（しまり良いが、戌・児色粘士ブロ・1ク含んでやや覆る）

M p 188 冒`．9m
m
 

Q~ 
5
 臼ロ

P 188 t：層 P210t層

l 暗褐色粘質土（黄色粘土ブロ）ク・炭含む・やや淡い） 1 暗褐色粘質土（黄色粘土ブロック少し含む）

2 暗褐色粘質土（黄色粘t．プロック大小含む、暗濃） 2 黄褐色粘質土
3 暗褐色粘質土 (2と似るが、炭含み、さらに暗憑） （ブロック状、炭含み、やや濁る）

4 2と似るが、やや淡明 3 賠褐色粘質土

5 暗褐色粘質土・黄色粘土ブロ、jク（混層） （黄色粘土プロソク少し含み、 1より淡い色調） 3 
6 暗褐色粘質t（黄色粘土ブロソク多く含む） 4 暗褐色粘質土 (3と同じか） 4 

7 暗掲色粘質土 (6より黄色枯士プロ／ク少ない、大勘炭含む） 5 暗褐色粘質土

8 黒褐色粘質土（黄色粘土・炭含む） （1 • 3より黄色粘土プロ）ク多く含み、色謁は3• 4に近い） 5 
6 黄褐色粘土（均質、しまり良い）
7 黒色粘質土（湧水のため詳細不明）

m
 

Q~ 
5
 

6
 

冒

麟

_I! P228 
~,66.lm 

P 212+層
l 褐色粘質t（木根の影響で変質か）
2 黄褐色粘土（ブロック状、橙色がかる）

3 黄褐色粘土 (2とlo]質だが、木根の影響か褐色がかる）

4 暗褐色粘質土（黄色粘土プロック斑点状に含む）

5 暗褐色粘質土 (4• 6より均質だが、木根の影響もある）
6 暗褐色粘質土 (4とほぼ同じ）

7 暗褐色粘質t.
(5に似る、黄色粘土ブロックわずかに見える程度含む）

P228土層（層1・2はSK40埋土）
1 褐色粘質土（黄色土含み濁る）

2 黄褐色粘質t（しまり悪い）
3 暗褐色粘質t（炭少し含む）
4 暗褐色粘質土（黄色粘七ブロック含む）

5 黄褐色粘質土（ブロック状）
6 賠褐色粘質土（黄色粘tブロック多く含む）

7 暗褐色粘質土 (41こ肌るが、炭含み、黄色粘土プロ）クやや多い）
8 黄褐色粘質土（やや褐色がかり、しまり悪い）

9 黄褐色粘質土 (8に似るが、より明るい色調）

P274・SD19 
旦 E冒 66.0m

P274 • SD 19土層（層lが5D19社り2は ~I患薗か）
1 褐色粘質土
2 褐色粘質土・黄色粘土プロック（混層）

3 褐色粘質土・黄色粘土プロJク大小（混層）

4 暗褐色粘質土（濃暗、均質）
5 賠褐色粘質土（炭•黄色粘土ブロ］ク含む）
6 暗褐色粘質+.(5と似るが憑陥、しまり良い）

.!S. SD 20 P 187.i,_ 胃 66.0m

P187・SD20土層（層lがSD20埋土）

1 褐色粘質土（黄色枯士1叫ク含む、木恨の影胃か）
2暗褐色粘質t（黄色粘土プロ、）ク大含む）

3 暗褐色粘質土12と似るが、黄色粘土プ叫ク多く含む）
4 暗褐色粘質土（黄色粘土プロ）ク大小含む）

5 賠褐色粘質土 (4と翫雌紐土1印ク少ない）

6 賠褐色粘質土 (5よりさらに菌色枯±1町ク少な1」)

7 暗褐色粘質土 (6よりさらに黄色見1町ク少な1」)

8 暗褐色粘質土（黄色粘土プロり・炭含む）

9 暗褐色粘質 I..(8と似るが、炭が含まれない）
10暗褐色粘質土（周囲よりやや淡い）

11 暗褐色粘質土（大粒の炭目立って含む）

Q P 211 ~ ，，65.9m 

P 211上層
1 暗褐色粘質上

（比較的均質、黄色tプロ、Jクごく少量含む）

2 暗褐色粘質土
（黄色粘土ブロック大小多く含む、炭含む）

暗褐色粘質土（均質）
暗褐色粘質土
(2よりやや黄色土ブロック少ない）

暗褐色粘質t
（黄色土プロ、Jク大小含み、小が多しヽ）

｀ 6 6 ーm 

P229土層
1 暗褐色粘質土

（炭・焼土含む、黄色粘上ブロソク大小多く含む）

2 暗褐色粘質上（やや淡い、大粒の炭H立つ）

3 暗褐色粘質七 (2に似るが、炭H立たなくなる）

4 暗褐色粘質t(2・3よりも濃暗、均質）

5 暗褐色粘質土
(1に似るが、黄色粘土ブロック大が含まれなしヽ）

゜
2m 

図22 SI 4~6・8・9十．層（1/60)
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3 掘立柱建物

S B 1 （図24、写真 W)

C 2 区 •D 2区に位置する。溝 SD 4と柱穴 P83 • P 84 • P 86 • P 87 • P 88 • S K 12で設定した。

P 73 • P 80 • S X 1 • S X 3などと重複するが、これらの多くは性格不明の遺構である。

建物の北東部の桁柱列は、幅45~65cm、深さ最大35cmを測る断面箱型の溝 SD4の底に主柱穴p1 

~p  4が掘り込まれており、 2段掘り状を呈する。 SD4はいわゆる布掘溝である。柱穴径は溝幅と

ほぼ一致するが、p1とp3は掘り方がやや南西に寄って溝をはみ出すようである。柱穴は全般にや

や浅めで、溝底からの深さは20~40cm、溝検出面からの深さは最大で75cmを測る。埋土は溝部分が暗

褐色粘質上甚調で、柱穴部分は黄褐色粘質土と黒褐色粘質土が加わって構成される。p1は掘り方内

に、p3は底に間層を挟んで、それぞれ黒褐色粘質土の柱痕部が観察される。

南西部の桁柱列は P83 • P 84、 P86 • P 87、 SK12、P88が 4本の主柱穴となり、北東部のように

布掘溝をもたないことがたちわりで確認されているが、柱穴の埋上はよく似たものである。南側の P

83 • P 84とP86 • 87は長径が 1mに達する楕円もしくは隅丸四角形フ゜ランで、深さは40~45cmを測

る。堆積土層から、前者は 2基の柱穴の重複、後者は柱の人念な埋め込みが観察される。北側の SK

12とP88は撹乱されてプランがはっきりしないが、配置から主柱穴と判断される。

主柱穴以外の遺構としては、桁柱列の外側に並行して主柱穴と似た埋土の小穴が列をなしており、

柵ないし塀の可能性がある。また、 P125 • P 324は棟持柱的な配置をとる小穴である。小穴の多くは

木根とははっきりと区別できるので、積極的に評価しておきたい。

遺物は土器、石、石器（磨製石斧か）、鉄片、焼土塊、陶磁器が出土した。このうち陶磁器は撹乱

された SK12からの出土であり、建物の時期を示すものではない。

S B 1は、北西桁の SD 4 P 1~p 4がそれぞれ南西桁の P83 • P 84、 P86 • P 87、 SK12、 P

88と対になる、梁行 l間・桁行 3間の片側布掘の掘立柱建物である。そして棟持柱や、柵か塀が付属

する可能性が高い。梁柱間は約3.5 m、側柱間は約1.5~2m、床面積は約20m'を測り、桁行は N-

43°-wを指す。梁間で対応する各主柱穴は底面の標高がほぼ同じで、建て上げの規格を惑じさせる。

いくつかの主柱穴で想定される建て替えについては、古いほうを a、新しいほうを bとしておく。お

そらく建て替えは何本かの柱を動かしたか交換した程度の、建物の補修と想定したい。建物の時期は

弥生時代後期であろうが、出土した土器が小破片であり、確定できなかった。

S B 2 （図25、写真 Vlll)

D 2区に位置する。主柱穴 P58 • P 63 • P 64 • P 65で設定した。 P64 • P 65では柱痕部分が観察で

きており、規模は径30~45cm、深さは20~40cmである。 P63 • P 65がやや大径で、 P58は上面が撹乱

されている。 P65は SB 4の主柱穴も兼ねており、柱穴 2甚が重複している。遺物は土器、石が出上

した。土器は小破片で図化していないが、弥生時代後期後半に位置付けられる。

S B 2は東端が調在区外へ出ているが、 P63とP65を桁行の隅柱とする、梁行 l間・桁行 2間の掘

立柱建物と想定する。梁間約2.6m、桁間はやや不均等で1.4~2m、床面積は 10m'を下回ろう。桁行

はN-51°-Eを指す。屯複する SB 4との先後関係は不明である。

S B 3 （図25、写真 Vlll)

D 2 区 •D 3区に位置する。主柱穴 P54 • P 56 • P 5 7 • P 72 • P 151 • P 325で設定した。径30~

50cm、深さは 15~40cmである。 P56 • P 325は上面が撹乱されている。遺物は弥生土器、石が出土し

た。
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SB 3は梁行 l間・桁行 2間の掘立柱建物として規模を確定したい。桁行は N-63°-Wを指し、

梁間約2.2 m、桁間約1.2m、床面積は約 5rri'を測る。遺物は土器が出土しており、 SK30出土の図

30の17に接合した。建物の時期は弥生時代後期後半であろう。

SB 4 （図25、写真VIII)

D 2 区 •E 2区に位置する。主柱穴 P65 • P 90で設定した。 P65はSB4の主柱穴と重複しており、

P 90はP65よりもひと回り小さい柱穴である。遺物は出土しなかった。

SB 4は 1対の柱穴のみで設定したが、 SB2の桁行の柱列に似た配置であることから、 P65を隅

柱とする、梁行 l間・桁行 2間以上の規模の掘立柱建物を想定したい。梁間と考えられる柱間は約 2m 

を測り、 N-40°-Eを指す。建物の時期は不明、重複する SB2との先後関係も不明である。

SB 5 （図25、写真 VIII)

D 2区に位置する。主柱穴P60 • P 62 • P 70 • P 153 • P 326で設定した。径30~40cm、深さは 15~

22cmを測る。遺物は土器が出上した。

SB 5は主柱穴の一つが SD9による撹乱で失われたものと思われ、梁行 l間・桁行 2間の掘立柱

建物と想定したい。桁行は N-81°-Eを指し、梁間約1.5m、桁間約1.1m、床面積は約 3rri'を測る

きわめて小型の建物である。建物の時期は弥生時代後期であろうが、出土した土器が小破片であり、

確定できなかった。重複する SB6との先後関係は不明である。

SB 6 （図25、写真 VIII)

D 2区に位置する。主柱穴 P61 • P 71 • P 89で設定した。径40~50cm、深さは15~40cmを測る。遺

物は土器が出土した。

SB 6は北側の隅柱となる柱穴を確認できなかったが、 SD9による撹乱も考慮して、梁行 l間・

桁行 l間の掘立柱建物と想定したい。柱間の長い P71 • P 89間を梁行とすると、梁間約1.5m、桁間

約1.1m、床面積は約 3m'と、きわめて小型の建物となり、桁行は N-48°-Eを指す。建物の時期は

弥生時代後期であろうが、出土した土器が小破片であり、確定できなかった。柱主軸がほぼ揃う SB

lに非常に近い時期と考えている。また、重複する SB5がほぼ同規模で桁行が 2間であることを考

えると、削平された竪穴系建物となる可能性もあろう。 SB5との先後関係は不明である。

SB 7 （図20)

E 1区に位置する。主柱穴 P108 • P 110 • P 111 • P 327 • P 328で設定した。径30cm前後、深さは

7 ~12cmときわめて小さく浅い柱穴が特徴的である。遺物は出土しなかった。

SB 7は梁行 l間・桁行 2間の掘立柱建物と想定したい。梁間約 1m、桁間約1.3 m、床面積は 3m' 

に満たないというきわめて小型の建物となり、桁行は N-70°-Eを指す。建物の時期は不明であるが、

柱主軸がほぼ揃う SB 8とほぼ同じ時期と考えており、重複する SI 2 • S I 3よりも先行する可能

性が高い。

S B 8 （図23)

C 4区に位置する。主柱穴 P272 • P 329 • P 330 • P 331 • P 334で設定した。径35cm前後、深さは

15~30cmを測る、きわめて小さく浅い柱穴が特徴的である。遺物は重複して後出する SD14との境か

ら、図29の 1の土器が出土した。弥生時代後期後半に位置付けられ、建物の時期の下限を示す。

SB 8は削平された竪穴系建物となる可能性も考えたが、柱穴の規模、配置、主軸が SB7とほぼ

共通することから、梁行 l間・桁行 2間の堀立柱建物と想定したい。その場合、梁間約 1m、桁間約

1. 5 mを測り、桁行は N-68°-Eを指す。建物の時期は弥生時代後期後半と考えており、重複する S

I 1との先後関係は、 SI 1に先行することになろう。
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4 火葬遺構

SKl （図27、写真 X)

B 3区に位置する。火葬場と考える SX 19よりも東側の高所の斜面に掘り込まれた土坑で、長径約

1.55 m ・短径約1.15mの不整長楕円形フ゜ランで、検出面からの深さ最大で約60cmを測る。埋土は記録

していないが、鮮やかな暗褐色土のほぼ単層だったと記憶している。坑底は浅く窪んで 2段掘り状に

なっている。遺物は、坑底近くから近世・近代の土師器（蔵骨器）、陶磁器、石器（打製石斧）、焼骨

片が、焼石を含む大小の礫多数とともに出土しており、一括して投げ込まれた状況を示すものと判断

される。図32の 3 • 4、図33の 1を図化し、掲載した。

SK  1の性格は近世・近代の火葬の過程の中で、遺体を荼毘に付した後の「かたづけ」上坑、また

は SX 19磨絶時の祭祀土坑、あるいは墓そのものなどが考えられる。

SK  70 （図27、写真 X)

B 3区に位置する。長径約 1.1m ・短径約45cmの北東・南西方向に細長い不整なプランで検出し（図

27)、最終的には北西に折れるもっと不整なプランで完掘した（図 15) が、蔵骨器と思われる近世・

近代の土師器が埋め置かれていた略円形プランの北東部が遺構となり、その他の部分は木根か撹乱で

あろう。遺物は前述の土師器の蓋・身がセットで出土しており、図32の 1 • 2のとおり掲載した。土

師器身 2は正位で埋め置かれ、長径20cmぐらいの礫が口縁に落ち込んでいた。礫の取り上げ後にその

下位の埋土を除去すると、蓋 lが正位で破砕した状態で出土した。埋土中からは骨片も少量出土して

しヽる。

SK  70は近世・近代の火葬墓と考えている。調査の状況からは、蔵骨器を埋め置いて上に礫を置い

たものが、後に陥没したことが推察できる。置かれた礫は墓標のような意味をもつのだろう。

S X 19 （図26• 27、写真 X)

A 3 区 •B 3区を中心に位置する。丘陵の最先端部の斜面を、長辺約20m、短辺約10mの略四角形

の範囲で深く掘り込んでおり、底面は平坦に成形している。等高線にほぼ平行する東側肩部は上下 2

段にわたる落ちが見られるが、上段は SX 19よりも南へ伸びて続いていることからより新しい畑地の

造成であり、 SX 19の本来の肩部は下段と思われる。埋土は高所側ほど胴くなるが、全般に締まりは

悪い 3 底面は地山の礫層まで削り込んだ後、粘質土でより平坦に整地したものと思われる。

底面には遺構のほぼ中央で壁面に寄って整地土上に、焼石を含む大小の礫多数が南北約 1.3 m ・東

西約80cmの範囲でまとまりよく出土しており、意図して集めて配されたものと判断される。

遺物は、大星の埋土をバックホーで除去した関係もあるが、発見できたものはきわめて少なく、検

出面および排土から近世・近代の磁器片、一銭銅貨、石板が出土した程度である。図32の 5 • 6 • 11、

図33の 6を図化し、掲載した。

S X 19は近世・近代の火葬施設で、集石は遺体を荼毘に付する棺台と考えている。検出時には完全

に埋没していたが、その大量の埋土の出自は、周辺一帯の開墾で生じた切土の可能性がある。

小結

ここでは近世・近代の火葬に関係した遺構として、上坑 SK 1、火葬募 SK70、火葬場 SX 19をと

りあげた。火葬遺構と判断した詳しい論拠については VIでふれたい。この他にも SK1と位置や規模

が似た土坑 SK68や、火葬墓 SK70に近接し被熱している SK57、六道銭とされる銭貨を出上した落

ち込み SX 12、骨片を出土した遺構も多数存在するが、火葬に直接に関係した遺構は少ないと判断し

た。その論拠については、その他の遺構の項で後述する。
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4 褐色粘質上 (3より地111ブロ、Jク多く含む）
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6 褐色粘質t(3とほぼlriJじ）
7 黒褐色粘質上（炭多く含む）
8 褐色土 (3• 6とほぼ1"lじ）
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図27 火葬遺構 2(1/60) 
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5 その他の遺構

溝 (SD)

溝は、前項で竪穴系建物の外周溝．壁周溝、掘立柱建物の布掘溝など、建物の一部としたもの以外

を記述する。全般に、その性格が把握できたものはほとんどないのが現状である。

C 3区を中心に位置する SD7は等高線にほぼ直交して北東・南西方向に直線的に走る、断面箱型

の溝であり、概ね標高が低い平野側へ向かって深くなる。重複する遺構との関係は、 SK68 • S X 

19に先行する。遺物は多くの土器の他、石器（すり石、剥片）、炭化木が出土している。掲載した土器

図30の 1~ 5は弥生時代後期後半に位置付けられる。 C 4 区 •C 5区に位置する SD 15 • S D 17は竪

穴系建物が集中する地点に近接した位置にある、 SD15は幅が不整で浅く直線的に走る溝、 SD17は

幅が比較的一定で深く弧状に走る溝である。重複する遺構との関係は、 SI 4の外周溝である SD

18よりも SD17が、さらに SD15が後出する。遺物は土器、石が出土しており、 SD17で掲載した図

30の 6 • 7は弥生時代後期後半、 SD15で掲載した図29の13~16は後期終末に位置付けられる。形状

から考えて SD 15 • S D 17は建物に関係する溝の可能性が高いが、うまく復元できなかった。出土遺

物が乏しく、詳しい時期は明らかでない SD 16 • S D 21 • S D 22 • S D 23でも同様のことがいえる。

土坑（ SK)

土坑は、前項で弥生時代の建物、近世・近代の火葬遺構としたもの以外を記述する。概してプラン

は不整で浅く、性格もはっきりしないものが多い。

弥生時代と思われる土器は大半の土坑から出土している。中でも C2区の SK13、D2区の SK14、

C 3区の SK30、B4区の SK35は弥生後期後半から終末の土器が比較的多く出土した土坑であり、

図30の 9~17、図31の 1~ 4を掲載した。なんらかの形で集落に関係する遺構と思われるが、性格は

不明である。近世・近代の陶磁器は D2区の SK64から、火葬に伴うであろう骨片は B3区の SK

57とC3区の SK62から出土している。 SK57は被熱していたようであり、 SK1 • SK  70とは細か

い用途は異なろうが、火葬に関係した可能性が高い。 B2区の SK68はSK 1と位置、形状が似るが、

埋土が異なり、ガラス片が出土していることから、より新しい時期の土取り穴などの可能性が高い。

落ち込み (SX) 

落ち込みは、士坑より規模が大きめだが、浅く、プランも不整であり、著しく削平された遺構、風

側木痕、撹乱痕などが考えられる。 B2区の SX 7については自然の谷地形と考えている。

遺物は縄文土器が C2区 SX 2から、火葬に伴うであろう骨片が C2区 SX 1 • D 1区 SX 10 • B 

3区 SXll・ C3区 SX 13から、六道銭とされる銭貨（図32の 7~10) がC3区 SX 12から、弥生時

代と思われる上器は全ての落ち込みから出土している。しかし、少量で散発的な出土状況から、落ち

込みの時期、性格は特定できておらず、むしろ遺物が二次的に流入した可能性のほうが高い。

その他小穴(p)

小穴は、上坑や落ち込みよりもよりもいくぶん小さいことを目安にして、ある程度の深さ・プラン・

埋士をもつものの他、遺物が出士したものも加えて全てに番号を振った。前者については基本的に柱

穴と考えて、前項で建物の復元に努めたが、十分に生かせなかったものも残っており、今後に検証を

求めることにしたい。後者については木根なども含まれていよう。出土遺物は弥生時代後期と思われ

る土器が最も多い。 D4区P14 • C 5区P275からは同時代と思われる鉄器も出上している。

なお、 C 1 区 •D 1 区 •D 2区に集中する小穴は、南から P332 • P 159 • P 68 • P 95 • P 94 • P 

333が列状をなし、主軸が近接する SB1の桁行と一致することから、柵などの可能性がある。
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遺構表凡例

［遺構番号］現地調査時の分類 (SD、SK、SX、P) ごとに、 1から示した。建物 (SI、SB)

の一部となるものは特記事項とした。欠番となったもの、所在が不明になったものは、そのまま示し、

現地調査後に新たに確認したものは番号を追加している。

［グリッド］遺構が位置するグリッドを表記した。規模の大きい遺構については複数示してある。

［埋 ± ]現地調在時の遺構の断面観察による埋土の大まかな土質、色調を記した。複数層観察で

きたものは、上位、下位、中心、縁のように位置を区別した。実測図を作成し掲載したものについて

は記述を省略した。色調は新版標準土色帳に準拠する。

［出上遺物］出土遺物の種類を記した。「土器」は弥生時代後期の土器が相当し、それ以外を指すと

きは（ ）書きした。その他の種についても詳細がわかるものは（ ）書きしている。

表 l 溝

遺構番号 グリッド 坪土 出土遺物 特記事項 遺構番号 グリッド J11!土 出土遺物 特記事珀

SDI 欠番 SK 15 DI区 暗褐色土 土器

S D 2 EI 区 •E 2区 土層1~1 あり 土器，石 S I 2周溝． SD3よ SK 16 DI区 暗褐色土 土器

り新 S Kl7 C 2区 暗褐色土（炭含 なし

SD 3 DI 区 •EI 区 土層 l‘刈あり 土器，石器（打 S l 3周溝， S Kl8よ む）

製石斧），鉄器 り新． SD 2より古 SK 18 D 1区 土層図あり 土器 5D3より新

SD4 C 2 区 •D 2区 土層図あり 土器．石器（暦 SB I布掘溝

製石斧），石，
焼土塊

SD5 B I区・ C 0 不明 土器 旧の111道か
区・ C1区

SK 19 DI区 黒褐色土（炭含 炭化木
む）

S K20 D 1区 不明 土器

S K21 不明 不明 なし

SD 6 B 2区・ C2区 不明 土器
S K22 DI区 不明 石器（剥片）

SD 7 B 2区・ B 3 土層l‘4あり 土器，石器（す 断面箱型
区・ C3区 り石類・招l片），

石，炭化木

S K23 BI区 暗褐色土（下位 土器
地山プロック含

む）

SD 8 B 2区 不明 土器

SD 9 D 2区 不1り1 土器

SD 10 C 4 区 •D 4区 不明 土器，炭化木 きわめて浅い

S D11 C 4 区 •D 4区 不明 不明 きわめて浅い

S D12 C 4 区 •D 4区 不明 土器 きわめて浅い

S D13 C4区 不11/J 土器，石 きわめて浅い

S D14 C 4 1メ 土層1‘X1あり 土器 S I I周溝， P272よ
り新

S K24 C 2区 不明 土器，石器（剥
片）

S K25 D2区 不11/j 炭化木

S K26 C4区 不明 土器，石

S K27 C3区・ C4区 不明 土器

S K28 C 3 区 •D 3区 黒褐色土 石

S K29 C 3区 暗褐色土 石器（剥片）

S K30 C 3区 暗褐色土 土器，珪化木

S D15 C 4区・ C5 I>. 土榊l‘XIあり 土器，石（台石 SD 18より新
か）

S K31 B 4区 暗褐色土（地1l1 土器，石，炭化
プロック含む） 木

S D16 C 4区・ C5区 土層 1~1 あり 土器
S K32 B 4区 不明 土器

SD 17 C4区・ C5区 土層1・,1あり 上器．石 P • S D18より占

SD 18 C 5区 土層図あり 土器．石 Pより新， SD15より
古

S D19 B 5区・ C 5区 土層t<Iあり 土器．炭化木 Pより新， S K37より
ロt • 

S 020 C 5区 土悩l>lあり 土器，石，焼土 P 187より新

塊

S D21 C 5区 不明 なし きわめて浅い

S 022 B 51;{ • B 6区 暗褐色土（一部 土器，石，炭化
地山プロック含 木

S K33 A4区 褐色土・黄褐色 なし

± 
S K34 不明 暗褐色土（地山 土器

プロック含む）

S K35 B 4区 暗褐色土 土器．石．炭化
木

S K36 C 5区 暗褐色土（地1!1 土器，石 P255 • S D18より新
プロック含む）

S K37 C 5区 不明 土器．石 SD 19より新

S K38 B 5区 不明 土器，炭化木

む） S K39 C4区 暗褐色～想褐色 土器，石，瓦

S D23 C 4区 土層 1~1 あり 土器 P177より新
土（炭含む）

S D24 D 4区 不明 上器
S K40 C 5区 不11/j 土器

S K41 不明 不明 土器，炭化木

表 2 土坑

遺構番号 ゲリッド 埋土 出土遺物 特記事項

SK 1 B 3区 土層［‘メ［あり 土器（蔵骨器含 火絆遺構
む）．石（焼石

S K42 C 4[メ 暗褐色土（地1!1 土器
ブロック含む）

S K43 C4区 不明 土器

S K44 C 4区 不明 土器

含む）．陶器 S K45 C 4区 暗褐色土 なし

SK2 C3 区 •D 3区 t層1~1 あり 土器石器（す SI I内土坑か
り石）＇，炭化木，

焼土塊

SK 3 C3区 土層l‘XIあり 土器 SI I内土坑か

SK4 D3[,( 黒褐色土 土器．炭化木

S K46 C 4区 淡暗褐色土 なし

S K47 C 4区 不明 土器，石

S K48 B 3区 不明 土器

S K49 C 3区 暗褐色土（地山 土器，石
プロック含む）

SK 5 D 3区 不明 土器 S K50 C3区 県褐色土（地111 土器

SK6 D 3区 不明 t器 プロック含む）

s k 7 D 3区 不明 土器 S K51 C 4区 不明 土器

SK8 C 3区 不明 土器 S K52 B 4区 不明 土器

SK 9 C 3区 暗褐色土・地山 土器 S K53 8 4区 黒褐色土 士器，石，鉄器

土 S K54 B 4区 不明 土器

SK 10 C3区 不明 土器 S K55 不明 不明 土器．石

SK 11 C 3区 不明 土器 S K56 B6区 暗褐色土 土器

SK 12 C 2区 上榊 1~1 あり 土器．石．陶磁 SB I I!穴
器．鉄器

S Kl'l C2区 不明 土器．石器（す
り石・剥片）

S K57 B 3区 暗褐色土 骨 被熱，火葬遺構か

S K58 DI区 暗褐色土 なし

S K59 DI区 暗褐色土 土器

S Kl4 D 2区 暗褐色土・腐植 土器．炭化木．
S K60 EO区 不明 なし

土 石器（石錘） S K61 C 2区 不明 土器
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内構番：；• グリッド 坤t. 出t．退物 特記事項 遺構番号 グリソド 坪土 出土遺物 特記事項

S K62 C 3Ji. 不明 件 P 25 C3区 土層I‘Xlあり 土器

S K63 C 3Lベ イ；明 土器 P 26 C3[,( 土層l‘XIあり 土器 SI I柑穴

S K64 D 2区 不明 t．器．磁器 P 27 C3区 土層1~1 あり 土器，石 S I I柑穴

S K6o C 2 l<. イ＜明 なし P 28 不1111 不明 なし

S K66 C 4 Iメ． 不明 t器 P 29 C 3 [,( 暗褐色土（地ill なし SI I柱穴

S K67 B 3区 不l/Il 土器 土・炭含む）

S Kli8 B 2区 上位地111質土， 土器．鉄器（鋤 P 30 C 3 lベ 土層1‘Xlあり なし SI I柱穴

ド位患褐色土 先？），石，瓦， P 31 C 3 Lを 不明 土器 S I I柱穴
ガラス P 32 C3区 中心J屯褐色土． 石

S K69 [] 2区 不明 土器 緑地LIit・暗褐

S K70 B 3区 土層l‘ス1あり 上器（蔵骨器） 火葬遺構 色土）

P 33 C3区 暗褐色土（日す なし

表 3 落ち込み 地山プロ，ク含
む）

il'!構番刃・ グリッド 埋土 出土頂物 特記事項 P 34 C3区 暗褐色土（日位 なし
SXI C 2区・ C3［メ・ 黒褐色土．暗褐 土器，石，骨

色土

地山プロック含
む）

SX2 C 21メ． ，屯褐色土（炭・ 土器（弥 ’I上 P 35 C3区 不町 なし

焼土含む） 器・縄文土器）． P 36 C3区 暗褐色土 なし
石

P 37 C3区 不明 t．器 SI 1柱穴
SX3 C 2区 暗褐色土（炭含 t器，石，鉄器？

む）
P 38 C3区 暗褐色t （炭・ なし

焼土含む）
S X 4 DI Iメ 暗褐色土 土器，石 P 39 C3区 t層I'XIあり 土器，焼土塊 SI I H穴
SX5 DI lメ． 暗紺色土 土器，石 P 40 C3区 不明 土器
SX6 DI Lを 暗褐色土 土器，石，炭化

木
l’4 1 C 3 1{ 暗褐色土（地111 土器

土・炭含む）
S X 7 B 2 l>. 上層l‘XIあり 上器，石器（沼l 自然の谷か

片？）

SX8 C 2区 不明 土器

P 42 C3区 不明 なし

P 43 C3区 患褐色土（日寸 なし
地山tブロック

SX9 B 2 Lを •C 2区 不明 土器，鉄器，石 含む）

S X 10 DI区・lJ2区 暗褐色土 土器，骨 P 44 C 312¥. 暗褐色土（地山 なし

S X 11 8 3区 暗褐色t （地lll 土；；； （弥 ’I土 土含む）

プロ）ク含む） 器・蔵件器）． P 45 C3区 暗褐色土 土器
石器（泊l片）．骨 P 46 C3[,( 暗褐色土（下位 土器

S X 12 B 3区～ C4区 淡暗褐色土（地 土器．石．銭貨 地山土含む）
山ブロ）ク含 （寛水通宝 5 P 47 C3区 暗褐色土 なし
む） 枚）

P 48 C3 区 •D3[,( 暗褐色土（ド位 なし SI I柱穴
S X 13 B 4区・ C4区 褐色～、県褐色土 石，竹 地1!1土含む）
S X 14 C 6区 褐色土 土器，炭化木 P 49 C3 区 •D3 区 ±MI‘XIあり 土器，石，炭化 SI 1柱穴

S X 15 DI区 暗褐色i: 土器．石．鉄器 ＊ 
S X 16 DI [i. 暗掲色土 t器 P 50 D3区 不明 土器

S X 17 C 2区 イ』 I I~ 土器 P 51 D3区 暗褐色土 なし

S X 18 不Ill/ 不明 土器

S X 19 A 3 区 •B 3区 土層I‘Xlあり 磁器．石製品． 火杵遺構，集石あり
銭貨

P 52 D2区 黒褐色土（炭含 なし
む）

P 53 D 2区 暗褐色土 なし

P 54 D 2区 児褐色土 なし S83柱穴

表 4 小穴 P 55 D2区 児褐色t（炭含 f滋器， 石
む）

n構番9} グリッド 埋土 出土迅物 1、ヤ記事項 P 56 D 2区 患褐色土（炭・ 土器，石 SB 3柱穴
p I C4区 土層図あり 土器 SI I柱穴 焼t含む）

p 2 C 4区 土層図あり 土器 SI I杜穴 P 57 D2区 想褐色土（炭・ 土器 SB 3柱穴

I’3 C 4 1X: 不明 なし SI 1柱穴 焼土含む）

p 4 C 4 l>t 上位患褐色土． なし
卜位不明

p 5 C 4 l{ 上位患褐色土， なし
卜位不明

P 58 D2区 果褐色土（炭・ 土器．石 SB 2柱穴
焼土含む）

P 59 D 2区 暗褐色土 なし

p 60 D 2区 患褐色土（炭含 なし SB 5柱穴

p 6 C 4区 不明 土器 S I I柱穴 む， ド位地111プ
ロック含む）

p 7 C 4 I< 不明 土器，石

p 8 C 4 lメ ±榊図あり 土器，石 SI I柱穴
P 61 D 2 LX: 土層1~1 あり なし SB 6柱穴

P 62 D 2区 暗掲色t J:器 SB 5柱穴
p 9 C 4区 上培図あり なし SI I柱穴

P 63 D 2区 想褐色土（地山 なし S B 2柱穴
P 10 不明 不明 なし プロック含む）
P 11 C 4 1X. 烈褐色土（地111 土器

プロック含む）

P 12 C 4区 不明 なし SI I柱穴

P 13 C 4区 不明 なし SI I柱穴

P 64 D 2 lx: 土榊1~1 あり l：器 S B 2柱穴

P 65 D 2区 七層図あり なし SB2・SB4U穴

P 66 不明 暗褐色土（卜位 土器，石
地山プロック含

P 14 D 4区 暗褐色上（地111 鉄器 む）
土含む） P 67 D l lえ• D 2区 患褐色土（炭含 上器

P 15 ィ＜明 不明 なし む）

I' 16 D 3区 上位黒褐色土， なし
中位暗褐色土，

p 68 D 2区 暗褐色土（炭含 土器
む）

ド位暗褐色土 P 69 D 2区 上位焦褐色土， 土器
（地山土含む） 巾位地lilプロゾ

P 17 D 3区 土層[・x［あり 土器 SI I柱穴

P 18 D 3 [<・ 暗褐色土 （卜粒 土器 SI I柱穴
地山土含む）

ク含む， 下位暗
褐色土

p 70 D 2区 暗褐色t なし SB 5柱穴

I' 19 D 3区 上位暗褐色土 なし SI I柱穴

P 20 [) 3 l,( 暗褐色土（地山 土器．焼土塊 SI I柱穴，木根と項
土・炭・焼土含 複して不整形

p 71 D 2区 患褐色土（炭・ 土器 SB 6 I主穴
燻土含む）

P 72 D2区 暗褐色土 なし SB 3柱穴

む） P 73 D 2区 不明 なし

I'21 C 31え ，卑褐色土（地山 石 SI I柱穴 P 74 D 2区 黒褐色土（炭・ なし
プロ、9ク・炭・ 焼土含む）
焼土塊混） P 75 Cl区 暗掲色土（炭含 土器

P 22 C 3区 土層1~1 あり なし SI 1柱穴 む）

P 23 C 3区 不明 土器 SI 1柑穴 P 76 D 2 ［メ： 患褐色土（炭含 なし

P 24 C 3区 患褐色土（炭・ 土器，石 む）

焼土含む） p 77 Cl区 暗褐色土 なし
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遺構番号 グリソド 坪土 出t．追物 特記事項 遺構番号 ゲリッド 坪土 出土遺物 朽記事項

P 78 C 0［メ 暗褐色土（地Ill t器 P 134 B 2 b( 中心暗褐色土， 土器

プロック含む） 縁地111プロ、9ク

P 79 C 0区 暗褐色土（地山 土器
含む

プロック含む） P 135 B 2 [,{ 不明 土器

P 80 D 2区 不明 なし P 136 B 2区 暗褐色土 なし

P 81 C 4区 上位暗褐色土， 土器 P 137 B 2区 患褐色土（炭・ 土器

卜位地山土含む 焼土含む）

P 82 C 2区 県褐色土（ド位 なし P 138 B2区 黒褐色土（下位 土器．石

地山プロ；ク・ 地111プロック含

炭含む） む）

P 83 C 2区 土層図あり 土器 SB!柱穴 P 139 B 2区 暗褐色土 土器

P 84 C2区 土層l'X]あり 土器 SB I柱穴 P 140 B 2区 不川j 焼石

P 85 C 2区 暗褐色土（焼土 なし P 141 C 2区 患褐色土 土器

塊含む） P 142 C 2区 褐色土（地111プ なし

P 86 C 2[え 土層 1~] あり 土器 SB 1柱穴 ロック含む）

P 87 C 2区 土層図あり 土器 SB I柱穴

P 88 C 21,{ 土層図あり 土器 SB 1柱穴

P 89 D 2区 中心黒褐色土・ 土器、石 S86柱穴
縁暗褐色土（地
111プロック含
む）

P 143 C 2区 褐色土（地山ブ なし
ロック含む）

P 144 C 2区 黒褐色土 なし

P 145 C 3区 上位患褐色土 土器
（炭含む）， ド

位褐色土

P 90 E 2区 不明 なし SB 4柱穴 P 146 C3区 褐色土 土器

P 91 C 1区 不明 なし P 147 不明 不明 土器

P 92 D 1区 煤褐色土（下位 土器 Pl48 D 3区 不明 土器 SI 1柱穴

地山プロ、＇ク・ P 149 不明 不明 土器，石

炭含む） P 150 D3区 不明 土器

P 93 D 1区 不明 なし P 151 D2区 暗褐色土 土器 5B3柱穴

P 94 DI区 集褐色土 なし P 152 C 2区 黒褐色土（炭・ 土器
P 95 DI区 不明 土器 焼土含む）

P 96 D 1区 暗褐色土（炭含 土器 P 153 D2区 焦褐色土（卜位 土器 S85柱穴

む） 地山プロック含

P 97 D 1 [>( 暗褐色土 土器

P 98 D 1区 患褐色土 土器

む）

Pl54 D 2区 黒褐色土（下位 土器
地山プロ；ク含

P 99 DI区 暗褐色土 土器 む）

P 100 DI区 暗褐色土 なし P 155 D 2区 暗褐色土（地Ill 土器

P IOI IJ 11え 暗褐色土（娩土 土器 ブロック含む）

含む） P 156 D 2区 暗褐色土（地山 土器

P 102 D 1区 不明 土器 プロック含む）

P 103 DI区 煤褐色土（炭含 t器
む）

P 157 D 2区 暗褐色土（地[[[ 土器
プロック含む）

P 104 D 1区 暗褐色土 なし

P 105 不明 不明 なし

p l06 不明 暗褐色土 (F位 土器
地1[1プロ）ク含
む）

P 158 D2区 暗褐色土（地山 土器，石
プロック含む）

P 159 D 2区 暗褐色土（炭含 土器
む．下位地1!1プ
ロック含む）

P 160 D 2区 不明 土器，石
P 107 E 1区 患褐色土 なし Pl61 D 2区 褐色土 土器
P 108 EI区 頂褐色土 なし SB 7柱穴

P 109 EI区 患褐色土（炭含 土器 S I 2柱穴

む）

PllO EI区 黒褐色土 なし SB7柱穴

Plll E 1区 暗褐色土（地山 なし SB 7柱穴
プロック・炭含

む）

Pll2 E 1区 暗褐色土 土器 S I 3柱穴

Pll3 E 2区 不明 なし

P 114 Cl区 暗褐色土 なし

Pll5 不明 不明 土器

P 116 C 4区 煤褐色土 土器

P 117 C 4 [,( 不明 土器

P 118 不明 不明 土器，焼土塊，
焼石

P ll9 D 4区 暗褐色土 石

P 120 C 3L;,(_ 暗褐色土（ド位 土器
地山プロ；ク含

P 162 D 2区 暗褐色土 t器，石

P 163 C 2区 不明 石

P 164 D3区 不明 土器

P 165 8 1区 暗褐色土(f位 土器

地111プロック含
む）

P 166 不明 不明 土器

P 167 不明 不明 土器

P 168 C 3区 暗褐色土 土器

P 169 C 3区 暗褐色土 土器

P 170 不明 不明 土器

P 171 C 4区 不明 土器

P 172 C 4区 不明 石器（すり石）

P 173 C 4区 上位黒褐色t, 土器，石

下位褐色土

P 174 C4区 不明 土器，石

P175 C4区 不明 土器

む） P 176 C 4区 暗褐色土（下位 土器，焼土塊

P 121 不明 不明 土器

P 122 D 3区 暗褐色土（炭含 なし

む）

P 123 不明 果褐色土（炭含 なし

む）

地1!1プロック含

む）

P 177 C 4区 土層I‘Xlあり 土器，焼土塊 S I 7柱穴

Pl78 C4区 土層 l‘ス］あり 土器，焼土塊 S l 7柱穴

P 179 C 4区 土層 I‘ス1あり 土器，焼土塊 S I 7柱穴

P 124 C 2[メ． 暗褐色土 上器 P 180 C 5区 暗褐色土 なし

P 125 D 2区 黒褐色土（炭含 なし P 181 C 5区 不明 土器

む） P 182 8 5区 土層t,/あり 土器 S I 8柱穴

P 126 D 2区 暗褐色土 なし P 183 C 5区 土層txJあり 土器．石．焼土

P 127 C 3区 土層 1~1 あり 石 SKZ内 塊

P 128 B 1区 暗褐色土 土器
P 184 C 5区 暗褐色土 土器．石

P 129 CI b( 暗褐色土 土器
P 185 C 5区 ±層l‘Xlあり 土器．石 S I 4柱穴

P 130 C 112'. 暗褐色土（卜位 土器．石
P 186 C 5区 士層txlあり なし

地山プロック含 P 187 C 5区 土層[,Xlあり 土器．石 S I 5柱穴

む） P 188 B 5区 土層収lあり 石 S I 4柱穴

Pl31 CI区 暗褐色土（炭含 土器
む）

P 189 C 5区 暗褐色土（炭・ 土器 S I 9柱穴
地山プロック含

P 132 C 1区 患褐色土 土器 む）

P 133 B 2区 患褐色土（炭含 土器 P 190 C 5区 不明 なし S I 6柱穴

む） Pl91 B 5区 不明 土器 s I 9 It穴
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邁構番り・ グ1)Jド 坪t. /i',t..il'l物 特記事瑣 遺構番号 グリ；ド 坪土 出土遺物 特記事項

P 192 B 5lろ 土MI‘X［あり なし S I 8柑穴 P263 EI区 黒褐色土 土器，炭化木， S I 2柱穴

P 193 B 5~ 暗褐色土 土器．石 焼土塊

P 194 B 5 Iメ： 不明 土器

P 195 B 5区 イ；明 土器．石．焼石

P 196 B 5 [;( 暗褐色土 土器

P264 EI区 暗褐色土（地111 土器
プロック含む）

P265 EI区 暗出色土（地山 土器
プロjク含む）

P 197 B 5 Lo{ 不IIII 土器 P266 EI区 暗褐色土 なし

P 198 B 5区 淡暗褐色土 土器 P267 E l lメ 暗褐色土 土器
I'199 B 5 1メ． 不明 t器，石 P 268 EI区 黒褐色土 t器 S I 10柱穴

1'200 ィ；11月 不1111 土器 P 269 F. 1 1メー 暗褐色土 なし

P201 B 4区 イ"'月 上器 P 270 EI区 暗褐色土 なし

P202 不9lII 不II）1 土器 P 271 EI区 暗褐色土 上器

P203 A 4 1メ： 不明 土器，石 P 272 C 4区 土層［＇ス］あり 土器 SB 8杵穴， SD14よ
1'204 A 4区 不明 t器，石 り占

P205 B 4区 イ<l肝 土器

P206 8 4区 不明 土器

P 273 C 4区 暗褐色土（地lll なし
プロ、）ク・焼土

含む）
P 207 B 4 lベ 不II）1 土器 P 274 C5区 土層l’XIあり なし
P208 B 4区 不明 石 P 275 C5区 大粒の炭含む 土器，鉄器
P209 C 5区 不明 石 S I 5内土坑か I'276 C 3区 暗褐色土 土器
P2IO C 6 I>. 土層I‘XIあり 土器．石 S I 4柱穴 P 277 C3[,( 不明 なし

1'211 C 6区 土層I‘又1あり 土器 S I 6柱穴 P 278 C 4区 暗褐色土（地1!1 土器 SI 1柱穴

1'212 C 6区 土層I‘<Iあり 土器 S I 5柱穴 プロック含む）

P2l3 B 6区 不明 土器 P279 D3区 暗褐色土 土器

P214 B 6区 淡患褐色土 土器，石 P280 不明 不明 なし

1'215 B 4区 上位褐色土． ト 土器 P281 不明 不明 土器

位暗褐色土 P282 C 3区 不明 焼石

P2l6 B 4 1メ． 暗褐色土 土器 P282 C 3区 不明 焼石

P217 B 4 I<・ 不明 なし P 283 C 3区 不明 なし
P218 B 4 Lci 暗掲色土 なし P 284 C 3区 不明 土器
P219 B 4区 暗褐色土（地111 なし

プロ）ク含む）

P220 B 4区 暗褐色土（地1" 焼土塊
プロック含む）

P 285 C 3区 不明 土器

P 286 C 3区 不明 土器

P 287 C 3［メ← 不明 土器

P 221 B 4区 淡焦褐色（地山 なし P288 不明 不明 土器

ブロック含む） P289 不明 不明 土器

P222 B 4区 不明 なし P290 D2区 不明 土器

P 223 B 4区 不II）1 なし P29I C3[,( 不明 土器 S K28内

P224 B 4区 暗褐色土 土器 P 292 D 2区 不明 土器 S K64内

I'225 B 4 Iメ： 患褐色土 なし P 293 不明 不明 土器

P226 C 3 li 暗褐色土（地111 なし SI I柱穴 P 294 不明 不明 土器
プロJク含む） P 295 B 3区 不明 土器，炭化木 S K57内

P227 c 3 I<. 暗褐色土 なし SI I柱穴

P228 C 5区 土層 1~1 あり 土器 S I 4柱穴

P229 C 5 [,( 土層図あり 石 S I 5柱穴

P 296 C5区 不明 土器，石

P 297 C5区 不明 土器，石

P 298 B 3区 不明 土器
P230 C 5区 暗褐色土 なし

P231 El区 不明 なし S I 3柱穴
P 299 D 2区 不明 土器

P 300 D 2区 不明 土器
1'232 E 1区 不明 土器

P301 CO[,( 不明 t器
P233 DI区 不明 土器 S I 3柱穴 P 302 B 2区 不明 土器，石
P234 イくII月 不明 土器 P 303 C 4区 焼土，炭含む 炭化木，焼土塊
P235 不"'' 上位患褐色土． なし

下位暗褐色土

P236 El区 上位関褐色t, なし

ド位暗褐色土

P 304 DI区 不明 土器

P305 D 1区 不明 土器

P306 D3区 不明 なし

P237 DO区 不明 なし P 307 C 3区 暗褐色土 なし SK3内

P238 D 0区 不明 土器 P 308 C3区 暗褐色土 なし SK3内

P239 E Olベ 暗褐色土 なし S I IO柑穴 P 309 D 3区 不明 土器 SI I柱穴

P240 F, 0区 暗褐色土（炭含 土器 S I 3柱穴 P3!0 D 3 [>!. 不明 なし

む） P 311 D 4区 不明 鉄器 Pl4と同一

P241 E 1 L,( 暗褐色土 土器 S I 3柱穴 P312 D4区 不明 なし

P242 E 0区 暗褐色土（炭含 土器

む）

!'243 E 0区 暗出色土（炭含 土器 S I IOI主穴

む）

P244 E O Iメ← 不明 なし

P245 E 1 ll 暗褐色土（炭含 なし S I 3柱穴

む）

P 313 C 4 [,{ 不明 なし

P314 C 5区 暗褐色土（地山 土器．石
プロック含む）

P315 D 1 [,( 不明 土器，石

P316 不 II~ 不明 土器

P 317 E 1 [;,( 不明 なし

!'246 EI区 暗褐色土 土器 P 318 C 3区 土層l‘X［あり なし SI I柑穴， SK2内

P 247 B 4区 暗褐色土 土器 P 319 C3区 不明 なし SI I柱穴

I'248 A 4区 不明 なし P 320 C 3区 不明 なし SI I柱穴， SK3内

P249 A 4区 不llH 石 P 321 E 1区 イヽ明 なし S I 3柱穴

P250 A 5 l{ 不明 なし P 322 C 4区 不明 なし S I 7柱穴

P251 B 4 1べ 不明 なし P 323 C 4区 不9JI なし S I 7柱穴． SK45内

P252 C 4［ベ 不1,H 土器，石 P 324 C2区 不明 なし SB  I柱穴か

P253 C4区 不明 土器 S I 7柱穴 P 325 D3区 不明 なし S B 3柱穴． SK7内

P254 C 5 lx. イ＜明 なし P 326 D 2区 不明 なし SB 5柱穴

P255 C Slベ 土層図あり なし SI 7/t穴 P 327 EI区 不明 なし SB 7柱穴

P256 C 5l{ 不明 土器 S I 7柱穴 P 328 E 1区 不明 なし SB 7柱穴

1'257 C 5区 不明 なし P 329 C 4区 不明 なし SBB柱穴

P258 C 5[メ 不明 土器，石 P330 C 4区 不明 なし SB  8柱穴

P259 C 5 lメ： 不町 土器．石 P331 C 4区 不明 なし S B 8柱穴

P260 C 51メ． 不明 土器 S I 4炉か P 332 D 2区 不明 なし

1'261 B 6区 暗褐色土 土器 P 333 D l区 不明 なし

P262 E 1 lえ 不明 なし P334 C 4区 不明 なし SB8柱穴
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l 弥生土器

図29の 1~11は建物出土。 1は甕で、重複する SI 1周溝と SB 8柱穴の境で出士した。頸部内面

に面が作り出される特徴から、後期終末に降る時期と考える。 2は高杯で、 SI 1柱穴出土。高座型

式に含まれる器形で、 1とほぼ同時期である。よって 1もSI 1に伴う可能性が高い。 3は甕、 4は

壷で、ともに SI 2周溝出土。 4は精製壷で、類例には球形の胴部が多い。 5は甕、 6は器台で、と

もに SI 3周溝出土。 3と 5はともに月影甕で、その発達度から 3が後期終末の新相、 5が古相に位

置付けられる。 6の器台もやや大型であるが薄手の作りであり、 5の時期が下限となる。 7は器台で、

S I 4柱穴出土。重厚な作りで口縁の有段部分が短く、後期後半の時期で捉えられる。 8は甕、 9は

脚部、 10はミニチュア土器で、 SI 5周溝出土。 9は全体に作りの良い小型の脚で、後期終末の高杯

と思われ、 8 • 10の時期も暗示している。 11は器台の柱部で、甫複する SI 5柱穴と SI 6周溝の境

から出土した。遺構の先後関係からも後期終末を遡る資料ではない。

図29の12～図30の 8は溝出上。 12は甕で、 SD13出土。 SD13は SD14の北に位置するきわめて浅

い溝で、図化できなかった遺構である。 13• 14は甕、 15は壷、 16は鉢で、 SD15から出土。 13と14は

同一個体と思われる。ただし、外面が磨耗した 14は内面の頸部に面が作り出されているが、擬凹線が

遺存する 13では認められず、不整で連続していないことがわかる。 15は甕と調整が共通する粗製壷で、

胴部は球形であろう。 16は器高が小さく口縁が立つ精製鉢。 13~16は後期終末に位置付けられる資料

である。図30の 1は甕、 2は底部、 3は壷、 4は鉢、 5は柱部で、 SD7から出土。 2の調整は甕に

通有であり、甕か粗製壷であろう。 3は精製で、口縁が長く伸びる無頸壷。胴部とは継ぎ目で剥離し

ている。類例は有台が多い。 4は精製鉢。類例は有台・無台の両方がある。 5は高杯か器台の円筒状

の柱部。 1~ 5は後期後半に位置付けられる資料である。 6は甕、 7は壷で SD17出土。 6は後期後

半に通有で、法仏甕とでも言うべき器形。 7の浮文の付く精製壷もほぼ同時期であろう。 8は甕で S

D 22出土。頸部内面が鋭く屈曲する特徴は 6に共通し、後期後半の時期に多い。

図30の 9～図31の 4は土坑出土。 9は壷で SK4出土。全体に原手で、口縁部と頸部のバランスか

ら、長胴器形の粗製壷と考える。 10は甕で SK10出土。 11• 12は壷で SK13出土。 11は長頸の粗製壷、

12は精製壷である。 13は甕、 14は壷底部、 15は蓋で、 SK14出土。 16は壷、 17は鉢で SK30出土。

16は長頸の粗製壷で、口縁部内面の「＋」記号は「 I」.「一」の順の刻みが 2回繰り返されている。

さらに、前者が断面 V字で深く、後者は U字で浅くなっており、施人の原体や段階が異なる可能性が

ある。 17は粗製鉢で、 SB 3柱穴出土の破片と接合する。図31の 1は甕、 2は壷、 3は高杯で SK

35出土。 4は甕で SK36出土。近江系の受口口縁甕である。図31の 5~ 7は落ち込み出土。 5は高杯

か器台で、 SX 2出土。赤彩は彩文の可能性がある。 6は甕で SX 9出土。 7も甕で SX 14出土、や

や小型のくの字口縁で、希少な存在である。図31の 8~13は小穴出土。 8は脚部で P130出土、 9は

甕で P133出土、 10は底部で P135出土、 11は甕で P156出土、 12は底部で P234出土、 13は甕で P261 

出土である。図31の14~19は遺構検出面出土。 14~17は甕、 18は高杯、 19は有段の脚部である。

出土した弥生土器は全般に遺存が悪く、図化できた点数も決して多くないが、概ね弥生後期後半か

ら終末の時期に位置付けられる資料であり、弥生後期の集落が存続した時期を示すと考えられる。
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2 土師器・陶磁器・銭貨

近世・近代の火葬墓 SK70からは図32の l （蓋） ．2 （身）の土師器（蔵骨器）が出土した。とも

に縁の約1/4が欠失する程度であり、よく遺存している。よく水被された胎上がロクロ成形（ナデ・

ケズリ）で仕上げられ、 1は外縁に、 2は底部外縁に「O」が黒書きされている。蓋 lは身 2内に落

ち込んでいたためか、器面の残りがよい。 2はやや外面が風化しているが、全体が墨をかぶったよう

に薄黒くなっている。土坑 SK 1からは 3の蔵骨器、 4の陶器が出土した。 3は 2の縮小型とでも言

うべき品で、大きさ以外はほとんど同巧で、器面も同様に薄黒い。 4は産地不明陶器の丸碗で、明黄

褐色の釉薬は高台付近で境が不揃いになっている。火葬場 SX 19では検出面、排土から磁器、石板、

銭貨が得られている。 5は肥前系磁器の丸碗で、呉須は淡い藍色で植物文を描く。 6は瀬戸美濃系磁

器と思われる端反碗で、呉須は濃いコバルトブルーで植物文を描く。 11は一銭銅貨である。また、 S

X 12からは 7~10の銭貨が出土している。 10は 2枚が錯着しているので計 5枚、全て寛永通宝の新寛

永で、被熱している。 5枚の類例もあることから（6、火葬に伴う六道銭と理解したい。

なお、図化しなかった陶磁器は、 SK64から肥前系磁器、 SX 12から瀬戸美濃系陶器、他には産地

不明の磁器も断片的に出土している。陶磁器は、肥前系磁器が概ね大橋編年 V期(7を上限とし、この

他は明治以降の年代が与えられる。蔵骨器については年代的な定点を 4との共伴に求めて、陶磁器の

時期幅で考えたい。以上から、火葬遺構の幕末から明治にかけての展開が想定できる。

3 石器・石製品

図33の 1 • 2は打製石斧。製作技術は同巧ながら 1は長方形、 2は撥形を指向する。 3 • 4はすり

石類。 4は主面の一方が平坦であり、台石的な使用がうかがわれる。 5は砥石。全ての面が平滑であ

り、もともとは直方体の砥石が欠損したと思われる。 6は石板。 7~10は剥片。いずれも硬質な石材

が使われており、 7 • 8の剥離面はとても鋭利で、 8は楔状に形が整っている。この他の石器は、断

片的な出土状況であるが台石、すり石、石斧、石錘、剥片、石核がある。時期と性格については、 2.

4 • 5は弥生後期の遺構から土器を伴って出土しており、同時代の集落に伴う石器と考えたい。 6は

火葬遺構の出土から近代以降の時期であろうがその関連は不明である。 7~10の剥片は石材的にも縄

文時代に遡ると考えたい。 1は近世・近代の遺構に混人したもので、 3と共に時期は不明である。

4 その他の遺物

縄文土器、土師器、須恵器はいずれも小破片で、詳しい時期は不明である。鉄器は SD 3 • S K 12 • 

S K 53 • S K 68 • S X 3 • S X 9 • S X 15 • P 14 • P 275から出土している（写真XVJ。位置から S

D 3例が SI 3、 P275例が SI 4か SI 5、 P14例が SI 1に伴うと考えられ、錆がひどいがいず

れも籍状で、弥生後期のエ具の可能性が高い。 SX 9例は刀子状、 SK68例は鋤先状の鉄板、その他

の例は小鉄片である。 SK68例は近代以降の時期と推定される。骨は小骨片で、火葬遺構に加えて、

S K 62 • S X 1 • S X 10 • S X 11 • S X 13から出土しているほか、遺構の周囲に散布しており、近世・

近代の火葬に伴うものであろう。焼土塊・炭化木は弥生後期の建物を含む多くの遺構から出土してお

り （写真 XVJ、大半は弥生後期の集落に伴うと思われる。その性格については不明確であるが、土器

の焼成や建物の壁材・部材が広範囲の火災を被ることによって生じた可能性があろう。
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遺物表凡例

［ 図 No. ]「遺物実測図を掲載した図の番号一図内の遺物個々の番号」である。

［位狸・遺構］遺構出土の遺物は遺構名、それ以外の遺物は出土した地点（グリッド等）を判明して

いる限り詳しく記載した。遺構の地点については遺構一覧表を参照のこと。

［ 種 類 ］遺物観察表は弥生上器、石器、土師器・陶磁器、銭貨の別でまとめているが、土師器・

陶磁器についてのみ土師器・陶器・磁器の別を記載した。

［ 器 種 ］銭貨を除くすべての遺物について、形態・機能差で分類される器種を記載した。

［調整・文様］弥生土器のみ記載した。まず内外面で大別して外面から、次に口縁から底までの各部

位を細別して上位から示し、同一部位の調整・文様の直複は施入の古い順に示して「．」で区切った。

「外口…•…•胴…／内…」となる。

［ 色 調 ］弥生土器のみ記載した。色彩と名称は新版標準土色帳に準拠し、内外面で異なる場合

は「外…／内…」と示した。

［ 胎 土 ］弥生土器のみ記載した。粘土地に含有される砂礫の粒径と量、その他特徴的な含有物

について主に裸眼で観察した。砂礫は概ね粒径 2mm以上を L、 1mm前後を M、0.5mm以下を Sとし、

粉状のものをシルトと表記した。鼠は微・少・多の 3段階で示した。その他の含有物では角閃石、海

綿骨片、雲母、焼土塊を示した。

［サ イ ズ］石器は長さ（図で見た縦） ・幅（同横） ・厚さ（同輿行）、土師器・陶磁器は口径．

底径・器高、銭貨は外径．孔径・厚さをそれぞれ示した。単位はcmで、読み取りは0.lcmまで。欠損

品については数値を（ ）書きしたが、石器剥片はそのままにした。弥生土器については遺存が悪く

正確さを欠く数値と思われるため、記載しなかった。

［ 重 さ ］石器と銭貨について記載した。単位はgで、読み取りは0.1 gまで。欠損品について

は数値を（ ）書きしたが、石器剥片はそのままにした。

［ 石 材 ］石器のみ記載した。埋文センター職員の教示をもとに安が判断したものである。

［遺 存 度］弥生土器、土師器・陶磁器の分割同心円上で測定される各部位の遺存度を上位から分

数で示した。「口…／…•底…／…」となる。

［実 測 No.] 実測原図の整理番号。銭貨や剥片等の微細なものを除いては、遺物そのものに注記さ

れており、実物との照合の便を図った。

［ 銭 貨 ］銭貨のみ記載した。芝田悟氏の調査による。鋳込まれた銭貨の銘柄である。

［ 名 称 ］銭貨のみ記載した。芝田悟氏の調査による。寛永通宝については、主な鋳造所から発

した通称である。

溝 造 年］銭貨のみ記載した。芝田悟氏の調府による。右に年号を示し、西暦年は左に（ ）書

きした。

表5 弥生土器

図No 位置・遺構 器種 謳整・文様 色閤 胎土 遺存度 実測No 備考

29-I SI IかSB 8 甕 外ヨコナデ／内ロヨコナデ・胴 外褐灰／内に 砂礫L少MS多，角 口1/9 C!7 
(SD14 • P272) ケズリ ぶい褐 閃石．雲母．海綿

29-2 SI I (P 8) 高杯 ミガキ 浅黄橙 砂礫M多 口1/6 C45 

29-3 S12(SD2) 甕 外ロヨコナデ・擬凹線・胴ハケ 浅黄橙 砂礫LM多 口1/9 Cll 外面黒斑，煤
／内ロヨコナデ・指圧痕・胴ケ

ズリ

29-4 S12(SD2) 亜- 外ミガキ／内ロミガキ胴ケズリ 浅黄橙 砂礫 MS少シルト ロ1/4 Cl2 内外面赤彩

多，海綿，焼土塊

29-5 S13(SD3) 甕 外ロヨコナデ・擬凹線・胴摩耗 外にぶい橙／ 砂礫M多 Ul/6 Cl3 
／内IJヨコナデ・指圧痕・胴ケ 内灰褐

ズリ

29-6 S13(SD3) 器台 外受擬凹線・柱摩耗／内摩耗 にぶい橙 砂礫MS 脚1/1 Cl9 

29-7 S I 4 (P 185) 器台 外ミガキ／内摩耗 にぶい黄橙 砂礫L少M多 受3/8 C28 外面黒斑、 P288と接

＾ ロ29-8 S I 5 (SD 19) 甕 外ロヨロナデ・胴ハケ・ナデ／ にぶい黄橙 砂礫LMS少 口1/4 C23 
内ロヨコナデ・胴ケズリ

29-9 S I 5 (SD 19) 高杯 外摩耗／内脚ハケ にぶい黄橙 砂礫MS 脚1/1 Cl9 

29-10 SI 5 (SD19) ミニチ 指圧痕・ナデ 外にぶい橙／ 砂礫LM多S少 完形 C6 外面黒斑， SK37と接

ュア土 内褐 ＾ ロ器
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図No 位置・遺構 器種 凋整・文様 色講 胎土 遺存度 実測No 備考

29-11 S I 5かSI 6 器台 外ミガキ／内受ナデ・脚ハケ にぶい橙 砂礫LM少s多．雲 C24 
(SD20 • P 187) 母

29-12 SD13 甕 外ヨコナデ／内ロヨコナデ・胴 にぶい橙 砂礫LM多 口1/13 C20 
ケズリ

29-13 S Dl5 甕 外ヨコナデ・ロ擬凹線／内ロヨ にぶい橙 砂礫LM多 口1/9 C27 外面煤， 14と同一個体
コナデ・胴ケズリ か

29-14 S D15 甕 外摩耗／内口縁ヨコナデ・指圧 にぶい橙 砂礫LM多 口1/8 C5l 外面煤． 13と'"]一個体
痕・胴ケズリ か

29-15 S 015 壷 外ロヨコナデ・擬凹線・il"1ハケ 橙 砂礫LMS多 口1/1 C26 外面黒斑
／内[]ヨコナデ・頸指圧痕・胴

ケズリ

29-16 S D15 絆 ミガキ にぶい橙 砂礫LM少S多 口1/2 C29 

30-I SD7 甕 外ロヨコナデ・胴摩耗／内ロヨ にぶい橙 砂礫LMS多，雲母， 口2/9 Cl6 
コナデ・胴ケズリ 海綿

30-2 SD7 底部 外胴ハケ・底ナデ／内ケズリ 外にぶい橙／ 砂礫L少M多 底1/1 C50 内外面黒斑，外面煤，
内灰褐 S K57と接合

30-3 SD7 壷 外ミガキ／内ミガキ・下位ナデ 外にぶい黄橙 砂礫MS少，海綿 口1/6 Cl8 内面接合痕
／内灰黄褐

30-4 S D 7 鉢 外ロミガキ・胴摩耗／内摩耗 外にぶい黄／ 砂礫LM多 口1/12 Cl5 外面黒斑
内にぶい黄橙

30-5 SD7 柱部 外ミガキ／内シボリ・ナデ 外灰白／内褐 砂礫M少 Cl4 
灰

30-6 S D17 甕 外ヨコナデ・ロ擬凹線／内ロヨ 外褐灰／内に 砂礫M多 Lll/6 C22 
コナデ・胴ケズリ ぶい橙

30-7 S D17 壷 外ヨコナデ・ロ浮文／内上位ヨ 灰褐 砂礫MS多，雲母 口1/16 C21 
コナデ・下位ハケ

30-8 S D22 甕 外ヨコナデ／内ロヨコナデ・胴 外橙／内にぶ 砂礫L少M多，海絋 口1/10 C25 
ケズリ い橙 焼土塊

30-9 SK 4 壷 外ヨコナデ・胴ハケ／内口頸ヨ にぶい橙 砂礫LMS少 口1/36 C43 
コナデ・胴ケズリ

30-10 S KlO 甕 外口摩耗・胴ハケ／内摩耗・ロ 外にぶい黄橙 砂礫M多 口1/12 C36 外面黒斑，煤
指圧痕 ／内浅黄橙

30-11 S Kl3 亜＝ 外ハケ・凸帯ヨコナデ／内ロハ 外浅黄橙／内 砂惰§L微MS多 C2 
ケ・ナデ・頸ユピオサエ・胴ケ にぶい黄橙

ズリ

30-12 S Kl3 壷 外ミガキ・端ヨコナデ／内ミガ 外にぶい橙／ 砂礫MS少，海綿， 口1/6 Cl 
キ 内にぶい黄橙 焼土塊

30-13 S Kl4 甕 外ロヨコナデ・擬凹線・胴ハケ 外にぶい黄橙 砂礫MS多 口1/6 C3 外面煤
／内ロヨコナデ・指圧痕・胴ケ ／内灰褐
ズリ

30-14 S Kl4 底部 摩耗 外にぶい黄橙 砂礫LM多 底1/3 C3 
／内灰褐

30-15 S Kl4 蓋 外ヨコナデ／内ナデ にぶい褐 砂礫MS多．海綿 摘1/1 C4 

30-16 S K30 亜→ 外ハケ・ロョコナデ／内I_Jハ にぶい黄橙 砂礫LMS少，焼土 C8 外面黒斑
ケ・「＋」記局・頸指圧痕・胴 塊
ケズリ

30-17 S K30 鉢 外ロヨコナデ・胴ハケ／内ロヨ にぶい橙 砂礫MS多 口1/4 C41 外面煤，内面炭化物，
コナデ・胴ケズリ SB3と接合

31-I S K35 甕 外ヨコナデ・擬凹線／内ロヨコ にぶい橙 砂礫LMS多．角閃 口1/4 C7 
ナデ・指圧痕・胴ケズリ 石，海綿，焼土塊

31-2 S K35 亜ギ 外摩耗／内口摩耗・胴ケズリ 浅黄橙 砂嶺¥L微MS多 口1/4 C5 

31-3 S K35 局杯 外ミガキ／内上位シポリ・ケズ 外にぶい橙／ 砂礫LM少S多，角 脚2/3 C9 4方透孔
リ・下位ハケ・ナデ 内にぶい黄褐 閃石

31-4 S K36 甕 外ロヨコナデ・下端キザミ／内 外明赤褐／内 砂礫L少MS多 口1/8 ClO 外面煤
ヨコナデ 明褐

31-5 SX2 口縁部 ミガキ 橙 砂礫MS微 「11/12 C30 赤彩

31-6 SX9 甕 外ロヨコナデ・擬凹線・胴摩耗 浅黄橙 砂礫L少M多 口1/6 C31 外面煤
／内ロヨコナデ・胴ケズリ

31-7 S Xl4 甕 外摩耗／内口摩耗・胴指圧痕． 外にぶい黄橙 砂礫MS多，焼土塊 口1/4 C32 外面煤
ケズリ ／内にぶい橙

31-8 Pl30 脚 外ミガキ／内ハケ・ナデ 浅黄橙 砂礫M少S多 脚1/4 C44 外面黒斑

31-9 P133 甕 外ヨコナデ／内ロヨコナデ・胴 浅黄橙 砂礫LMS多， シル 口1/10 C48 
ケズリ ト，海綿，焼土塊

3l-10 Pl35 底部 外胴ハケ・底ナデ／内ケズリ 外にぶい橙／ 砂礫L少M多 底1/1 C47 内外面閑斑

内にぶい黄橙

31-11 P 156 甕 ョコナデ 浅黄橙 砂礫MS多，角閃石， [ Il /6 C42 
海綿

31-12 P234 底部 ナデ 外明赤褐／内 砂礫LM多S少，角 底1/1 C49 
黒褐 閃石

31-13 P261 梵 外ヨコナデ・擬凹線／内ロヨコ 外黄橙／内浅 砂礫M多，シルト L] l/10 C46 
ナデ・指圧痕・胴ケズリ 黄橙

31-14 調脊区中央部検 甕 外ヨコナデ・擬凹線／内指圧 外黒褐／内浅 砂嶺1M多．角閃石 口1/12 C34 外面黒斑
出面 痕・ヨコナデ 黄橙
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図＼o 位償・遺構 器種 凋幣・文様 色哉 胎t 遺存度 実測No 備考
31-15 C5区検出面 甕 外ヨコナデ／内ロヨコナデ・胴 橙 砂礫L少M多 口1/8 C38 外面煤

ケズリ

31-16 栽査区北西部検 甕 外ヨコナデ／内口指圧痕・ヨコ にぶい黄橙 砂礫L少M多，海綿 口1/6 C37 
出面 ナデ・胴ケズリ

31-17 凋西区北東部検 甕 外ロヨコナデ・胴摩．耗／内摩耗 外にぶい橙／ 砂礫M多S少．角閃 口1/5 C33 外面煤
出面 内浅黄橙 石，雲母

31-18 凋在区南東部検 晶杯 外摩耗・稜付近ヨコナデ／内摩 浅黄橙 砂礫MS多 杯1/10 C35 
出面 耗

31-19 C5区検出面 脚部 外ミガキ／内ナデ 外黒褐／内橙 砂礫MS多 C39 外面黒斑，透孔 2孔 l
対

表6 上師器・陶磁器

図No 位府・遺構 種類 器種 口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm) 遺存度 実測＼o 備考

32-1 S K70 土師器（蔵骨器） 蓋 25 6 10 I 5 3 r J:J/4 •項］／l DI 外面に息「O」

32-2 S K70 I：帥器（蔵骨器） 身 24.6 19 0 28 7 口3/4・底1/1 D2 器形やや歪み、
外底面に墨「O」

32-3 SKI 土師器（蔵骨器） 身 9 5 7 7 13 0 I J 1/4・底1/1 D3 

32-4 SKI 陶器（京焼系） 丸碗 9 6 4 5 5 6 Lll/2・底1/1 D4 

32-5 S Xl9検出面 磁器（肥前系） 丸碗 7 I 口1/4 D6 染付

32-6 S Xl9排土 磁器（瀬戸美濃系） 端反碗 8 2 3 5 4 0 [13/7・底1/2 D5 染付

表7 銭貨
I‘XINo 位罫・遺構 銭貨 名称 錆造年（西肘） 外径 (cm) 孔径 (cm) 限み (cm) 項さ(g) 実測~o 備考

32-7 S Xl2 窮永通宝 r．野銭 元文 3年(1738) 2 4 0 6XO 5 0 I 2 2 金l 破熱（新寛永）

32-8 S Xl2 寛水通宝 亀戸銭 宝永 5年(1708) 2 3 0 7XO 6 0 I I 9 金2 被熱（新寛永）

32-9 S Xl2 寛永通宝 小梅銭 元文 5年(1740) 2 3 0 7XO 7 0 I I 9 金3 被熱（新寛永）

32-10-1 寛永通宅 藤沢銭 元文 4年(1739) 2 3 0 6XO 6 0 I 被熱（新寛永）
2と錆着S Xl2 3 9 金432-10-2 寛永通宝 亀戸銭 宝永 5年 (1708) 2 1 0 ?XO 7 0 1 被熱（新寛永）
］と鋳着

32-11 S Xl9検出血 一銭銅貨 一銭銅貨 大正11年(1922) 2 3 0 I 3 2 金5

表8 石器・石製品

似lNo 位置・遺構 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 限さ (cm) 項さ(g) i i材 実測No 備考

33-l s k l 打製石斧 (13.5) 7 8 2 5 (351 0) 安山岩 伍6 某部欠捐

33-2 Sl3(SD3) 打製石斧 (11 9) 9.1 I 9 (208 6) 砂岩 伍5 珪部欠損

:l3-3 SX8 すり石類 9 0 8 2 3 9 402.2 石英政1岩 石7 側面敲打痕

:l3-4 Pl83 すり石類 12 5 10 3 4 7 901 3 安111岩 石8 側面敲打痕．主面すり面

&3 - 5 S D22 砥石 (5 6) 4 9 3.2 (94 4) 凝灰岩 石9 一部欠損

33-6 S Xl9検出1fli 石板 (6. 7) 6 5 0 9 (72 6) 粘板岩 伍10 部分的に黒色の被膜あり

Xl-7 S D 5 剥片 6 2 5 4 I 4 44 4 フリント 石l

33-8 ，閑代［｛南西部検出面 剥片 4 2 4 2 2 I 23 2 頁岩 石3

:l3-9 P84 • 851111 刺片 3 2 3 3 0 7 5 8 鉄石英 石2

:l3-10 潤在［｛北東部木根 剥片 6 9 3 8 I 3 30 6 流紋岩 { i4 
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V1 まとめ

l 弥生時代の建物と集落

検出された竪穴系建物

額谷遺跡の発掘調査で検出された 10軒の竪穴系建物については、全般に後世の削平が著しく、竪穴

壁を捉えた例は皆無であり、当然ながら床面や地床炉の存在は認識できなかった。しかし、検出され

た周溝と主柱穴の配置によって、大まかながら建物の規模が類推できたことは、 Nで述べたとおりで

ある。今回の発掘調査で見いだされた竪穴系建物の検出パターンは次の A~Cのように提示される。

A S I 3~ 5が相当。周溝と主柱穴の間隔が主柱穴間と同等かそれ以上に広く、周溝は弧状で断面

がU字状の深いものが付属する。主柱穴は SI 5の 4本、 SI 3 • 4の 5本か 6本の配置が見られる。

B S I 1 • 2 • 6が相当。周溝と主柱穴の間隔が主柱穴間を下回るような狭いものが多く、周溝は

直線的で断面がlIIl状の浅いものが付属する。主柱穴は SI 1が外側 8本以上・内側 4本の特異な二軍

の主柱となるが、その他は 4本の配置となる。 SI 1と同様な主柱配置は現在までのところ、県内で

は野々市町御経塚遺跡デト地区、小松市八里向山 A遺跡、同八幡遺跡で確認されている。
(8 

C S I 7~10が相当。主柱穴のみが検出されたものである。柱穴は SI 8 • 9の 2本、 SI 7の 4

本、 SI 10の 6本の配置が見られる。

竪穴系建物の構造

A~  Cは調査区内でほぼ同じ位置で近い時期に重複して検出されており、後世に削平された深さに

は大きな差がないはずであるから、立体的な構造の差によって生じたと考えるのが妥当である。これ

を前提条件として、各パターンの構造を次に示すように類推した。

A 周溝の内側に垂木尻が接地する構造を示すもので、周溝は外周溝と考えられる。この組み合わ

せは「平地式建物」、「周溝をもつ建物」、「周壁盛土式建物」 (9などと呼ばれる建物と平面的には同じ

である。この種の建物は外周溝とその内側に周堤を備え、周堤盛土を竪穴壁として利用し、竪穴自体

はほとんど掘削せずに地山床を設ける構造とされている。額谷遺跡において、削平を受けながらも深

い外周溝が遺存している Aもほぼ近い構造と想定するが、全く同一のものかどうかは判断を控えた

い。外周溝は先学の分類によれば南久和氏の「細深タイプ」、岡本淳一郎氏の「狭溝タイプ」(IOに相当

しよう。規模的には周溝部分を差し引いたとしても、比較的大型の部類でまとまっている。

B 周溝の外側に垂木尻が接地する構造を示すもので、周溝は壁周溝と考えられる。一般に言われ

る「竪穴式建物」であり、 Aよりもはるかに深く掘削された竪穴の存在を想定できる。規模的には S

I 1が特大型、 SI 2が大型、 SI 6が比較的小型の部類にはいる。 SI 1はかなり特異な建物であ

り、周溝が外周溝の可能性もあることから、この分類に当てはまらないものかもしれない。

C A・ Bとは竪穴の掘削などの面で異なる構造が想定されるが、柱穴以外の遺構がすべて削平され

ているのか、もともと存在しなかったのかを検証することができない。規模は A・Bに比べて全般に

小型であり、特に SI 8 • 9はもっとも小さい部類に人ろう。

竪穴系建物の機能と立地

以上から A・ Bは、竪穴壁・地山床の構造は共通するが、竪穴の掘削と床面の設定に関しては別型

式の建物ということができ、ここからは Aタイプ・ Bタイプと表記する。 Aタイプの指標とした「平

地式建物」 etc.については、 Bタイプの指標とした「竪穴式建物」よりも排水・防湿機能を高めた建
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物とされており、前者は平野・低湿地（l]、後者は山地・丘陵地の遺跡に主な分布を見せている。しかし、

平野・低湿地においても Bタイプの例は比較的多く、 金沢市上荒屋遺跡では両タイプが群を分けるが

同時期に認められる。 また、 山地・丘陵地においても顛谷遺跡では近接した時期に両タイプが認めら

れる。両タイプの立地にはこうした例外が確実に存在し、単純な機能差と割り切ることは難しい。

方で、両タイプは弥生後期以降は同規模の建物間で主柱配置や床平面形がほぼ共通するという類縁性

も見られる(12。両タイプは特に A タイプに立体的な構造を示す事例がなく、対比し辛い状況が続いて

きたが、 近年遺存が良好な竪穴系建物の開査が相次ぎ、徐々に様相が明らかになりつつある。

例えば、富山県下老子箱川遺跡では周堤を伴う竪穴系建物が数軒検出されており、金沢市梅田 B遺

跡、小松市八里向山 A遺跡でもそれに近い状況の竪穴系建物が 1軒ずつ検出されている。時期はい

ずれも弥生後期である。 Aタイプで特徴的とした外周溝は全てに認められる、 前 2遺跡では平野・低

湿地で大溝や自然流路に接続し、後 l遺跡では山地・丘陵地で建物の高所を取り巻くように巡る。外

周溝の配置は県内の類例に見る典型を示しており、見る限り防湿・排水面に効果が大きい存在と言え

る。外周溝については、溝底が床面よりも高いかあまり比高差のないものは、床面にまで削平が進む

現在確認されている以上に建物に付属する頻度が高くなりうると考えと失われてしまうことから、

るべきであろう。周堤についても同様である。 Bタイプで特徴的とした壁周溝も大半で認められる。

「平地式建物」 etc. • 「竪穴式建物」 のどちらの構造であっても、 竪穴壁が存在して土止め板を据え

る必要性から、本来はほぼ普遍的に備わっている可能性が高い。前 2遺跡の竪穴系建物はきわめて浅

くほとんど掘削がないに等しいので A タイプ、 後 l遺跡は Bタイプに比定したい。 3遺跡の竪穴系建

物がそれほど特殊な性格でないとすれば、外周溝、壁周溝は立地にかかわらず両タイプに伴うことが

あるといえる。すなわち、 両タイプは竪穴掘削・床面設定を除く外固溝、 壁周溝、主柱配置、床平面

形など多くの遺構属性を共有している可能性が高い。額谷遺跡などの、 立地とタイプが必ずし
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図34 竪穴系建物の分類模式（平面はS=l/500)
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も相関しない例外的な存在は、おそらく、共通する遺構属性が多い両タイプ間に、構槃の手法を調整

することによって、本来の適性を超えた互換性が生みだされていたことを示唆するものと理解した

しヽ。

建物と集落の推移

額谷遺跡の弥生後期の集落については、遺跡の全てを調査したわけではないので、その全体的な構

造は把握できていない。しかし凋査区内で検出された多くの建物遺構については、出士土器から編年

上の絶対的な時期が、切り合いから相対的な先後が判明し、 I~W期に区分することができた。また、

時期不明で切り合いもない建物についても、位置関係から併存が矛盾しない段階に比定するように努

めた。ここでは弥生後期の額谷遺跡 I~W期の様相を提示し、集落の推移について概観する。上器編

年との対応は I • II期が弥生時代後期後半、 m.w期が同じく後期終末に相当する。

I期[S I 7~ 9とSB5] 多くの遺構に切られる先行的な竪穴系建物と、他の段階と併存しない掘

立柱建物をまとめた。 SI 7~ 9は併存しないので、複数段階を包括する。竪穴系建物の構造、時期

など実態は不明確で、後期後半を遡る可能性もあるが、現状での集落の最初の段階と捉えられる。

I1期 [S14・10とSB 3 • 4 • 7 • 8] 北側で SI 10、南側で大型の SI 4という竪穴系建物、そ

れぞれに付属するように小型の掘立柱建物 SB 8とSB7が位置する。そして南北の竪穴系建物に挟

まれて掘立柱建物 SB 3 • 4が存在する。 SB 4は土器が出土した SB 3と主軸が似ること、 SI 2 • 

3とは併存しないことからここに含めた。

皿期 [S11・3・5とSB 2] 北側で SI 3、南側で SI 5という大型の竪穴系建物、その間に掘

立柱建物 SB 2、特大型の竪穴系建物 SI 1が位置する。ただし、 SI 4を切り、 SI 5に切られる

後期後半段階の溝 SD17の存在や、 SI 3 a • bの主柱穴のズレが大きいことから、前段階との間に

空白期が存在する可能性がある。

N期 [S11・2・6とSB1 • 6] 北側で大型の SI 2、南側で小型の SI 6の竪穴系建物、その

間に掘立柱建物 SB1 • 6、特大型の竪穴系建物 SI 1が位置する。 SBl・Silは建て替えを想

定したが、どの程度の時期幅を持つのかは、不明である。集落の最後の段階と捉えられる。

結び

VI 1では額谷遺跡の弥生時代後期の竪穴系建物の構造、集落の推移について若干の考察を加えた。

竪穴系建物の構造は、実体不明の Cや特異な SI 1を除けば、 Aタイプから Bタイプヘ推移し、大

型建物は多角形か円形プラン・多主柱から四角形プラン• 4本主柱へと変化していく。主柱・プラン

に関しては、北陸地方全般での変化にほぼ一致した動向と言える。竪穴掘削・床面設定の型式が変化

した背景については、集落に居住する集団の系譜や移動が重要な鍵を握るように感じられ、おそらく

は弥生中期以前の段階に遡って A・ B両タイプの成立と普及の過程を探る作業が必要になろう。

集落の推移では、 II期に南北に竪穴系建物、その間に掘立柱建物という位置関係が生じて、さらに

竪穴系建物単位に小型の掘立柱建物が付属するように位置していたありかたが、川期に竪穴系建物・

掘立柱建物の位誼関係は継承するが、小型掘立柱建物が消え、特大型竪穴系建物が加わると同時に、

掘立柱建物が大型化する、そして W期は竪穴系建物が Aタイプから Bタイプヘ、掘立柱建物に布掘構

造が現れるなどの構造の変化が見られるが、位置関係は前段階を踏襲している、と理解できよう。

弥生時代後期において、額谷遺跡の周辺には高橋川水系に属する平野立地の集落遺跡が多く存在す

ることは、 Iで述べたとおりである。各遺跡の社会的・政治的な関係についてはにわかに論じがたい

が、額谷遺跡で見られた、水系を一望する希少な丘陵地立地の選択、特大型竪穴系建物の存在、多く

の鉄器の出土等を、周辺の集落より卓越した様相と指摘することで、遺跡の評価にかえたい。
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表 9 建物

堅穴系建物 (SI) 掘立柱建物 (SB)

No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 

C E D C C C C B B E C D D D D D E C 

地 3 1 

゜
5 5 5 4 5 5 

゜
地 2 2 2 2 2 2 1 4 

i i 
区 D E E C C C E 区 D D E 

4 2 2 6 5 5 1 2 3 2 

周 壁 壁 外 外 外 壁 未 未 未 占 梁
1 1 1 1 1 1 1 1 

周
周 周 闊 周 周 確 確 確

X X X X X X X X 
溝 行 3 2 2 2 2 1 2 2 

溝
か

溝 溝 溝 溝 認 認 認 ラ血刃• X 以 か
桁 上

主
多二 4 5 5 4 4 4 2 2 5 行

主重 か か か か か か か か

柱
柱 6 6 6 

桁 N N N N N N N N 

B B A A A B C C C C 
行 | ゚ I ゚ I ゚ | ゚ I ゚ I ゚ | ゚ | ゚

夕 軸 43 51 63 40 81 48 70 68 

イ 方 | I | | | | I I 

プ 位 w w w w w w w w 

S特 s s s s s s s s s 片 s 
備 B大 I I I I I I I I I 備 側 I 

7型 3 2 5 4 6 5 4 4 5 布 1 

考
よ建 よ よ よ よよ よ よ よ よ 考

掘 よ
り物 り り り りり り り り り 建 り
古 新 古 古 新古 新 古 古 古 物 古
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I a I 
b 

期 ？ 期
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m 
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m 
a 

期 期
b 

； N w 
C 

期 期

几例

主柱：単位本

梁行 X桁行：単位間

推移：太実線が確定、点線が想定した消長
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2 近世・近代の火葬場と墓

簡谷遺跡の発掘調査が開始されてまもなく、全く予想もしていなかった近世・近代の遺構・遺物が

見つかった。 SK70を墓と考えた以外は性格がわからず、頭を悩ませていると、作業員として参加し

ていた地元の人が自分の記憶にある「火葬場」と状況がよく似ていることを指摘され、色々と話を聞

かせていただいた。それによると「火葬場は昔は村ごとにあった。額谷村のものは山の中に平場をつ

くり、礫を集めた上に棺桶を置いて藁で包み、棺の中にも藁や炭を人れてかなり長時間焼く。夜間は

遠方からも炎が見えた。焼いた後、骨を拾って骨壺に人れ、燃え残りは近くに穴を掘って埋める。集

められた礫は崩されて次に使う時までその辺りに転がしてある。」というものであった。

検出された遺構にあてはめると、 SX 19が火葬場で、 SX 19内の集石が火葬時の棺台、 SK 1はか

たづけ穴となり、見事に状況が一致した。近世・近代の火葬場は、県内では加賀市敷地天神山遺跡 F

区がほぼ全域に調査が及んだ唯一の調査例である。火葬施設として焼けた溝と土坑が錯綜して検出さ

れており、近世後期の敷地村の共同火葬場と位置付けられている。また、柳田村和住下遺跡でも幕末

から明治の溝状の火葬施設と墓と「かたづけ」上坑が検出されている。集石や石組を棺台とした報告は

福井県松岡町の帝王二昧でなされている。 SX 19には敷地天神山遺跡のような錯綜した遺構がなく、

継続した使用は窺えないが、使用の度に集石をかたづけていたとすると痕跡が残りにくい可能性があ

る。 SK 1は完形に近い蔵骨器、陶器など、出土遺物が内容的に揃いすぎており、「かたづけ」とす

るより、墓そのものか、中世の例であるが富山県福光町梅原安丸遺跡 SK19のように火葬場の堤絶時

の祭祀に使用された可能性がある。 SK70は暴書した蔵骨器蓋身をおさめた火葬墓である。同時期の

火葬墓と火葬場は敷地天神山遺跡のように地点を分ける場合と、和住下遺跡や額谷遺跡のように近接

して見られる場合がある。その意義や同時性については火葬墓の検討と合わせて今後の課題である。

火葬場と墓の時期は、出上した陶磁器から幕末が上限である。一方、地元の人の記憶にある火葬場

はこの場所ではなく、もっと山奥にあったという。明治36年生まれの人の記憶でも同じであったこと

から、明治年間を下限とする。常に集落から忌避された存在である火葬場がより山中へ移動するとす

れば、額谷村の拡大が関係している可能性を考えたい。その他、六道銭と考えられる寛永通宝、焼け

て白くなった骨片が出土している。六道銭については墓に備えられたものが撹乱を受けたのであろ

う。骨片については小片が多く、火葬場と墓のどちらに伴っていたものかは不明である。

今回の発掘調査によって、額谷遺跡では近世・近代の火葬場と墓が存在したことが明らかになっ

た。しかし、調査時の認識不足と、まだまだ調在例が少ないこともあって、ほとんどを聞き取りに頼っ

て遺跡を復元したような状況である。ここにそのまま報告することが今後の調査・研究に益するなら

ば幸いである。

心
図36 火葬遺構の配置 (S=l/500)
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注

l 角｝l|書店1981、金沢市教委1995b。

2 伍川県教委1992、金沢市教委1991、及び遺跡地図改定後の発掘講付事例から。

3 本書の弥牛時代後期の時期区分について、「後半」は「法仏式」、「終末」は「月影式」が相当する。

4 宮本1993。

5 「竪穴系建物」という用語は、外接円主柱・地山床構造の建物という栃木英道氏の理解（栃木1994)にもとづいて使用する。

6 芝1111997。

7 大橋1989。

8 御経塚遺跡デト地区については野々市町教育委員会が平成元年度に発掘閲査を行っている。八里向山 A遺跡については石川市町村

埋文連協1997、八幡遺跡については社石協1996。それぞれ講脊担当者から教示を得ている。

9 「平地式建物」は田嶋1991・出越1995、「周溝を持つ（有する）建物」は楠1989・南1991・浜崎1993、久保1995・岡本1997、「周壁

盛土式建物」は栃木1994等で使用されている用語である。

10 前者は南1991、後者は岡本1997。

11 楠1989等で指摘がある。

12 浜崎1993等で指摘がある

13 下老子笹川遺跡については岡本1997、梅IHB遺跡については社石協1997、八里向山A遺跡については 8に同じ。それぞれ調査担当

者から教示を得た。

14 外周溝を伴う Bタイプは、県内に加賀市小菅波遺跡 1• 2号（主居跡、金沢市上荒屋遺跡 SB52~54、七尾市万行赤岩山遺跡第 2号

竪穴住居跡、七尼市奥原遺跡第 7号住居址、松任市旭遺跡群 SI 38 • 39 • 73 • 84、松任市八田小鮒遺跡川区 3号住、津幡町谷内石山

遺跡第 2号住居址、押水町宿東山遺跡 1• 5 • 10 • 14号（主、鹿島町在江遺跡第 5~7• 15号竪穴、鹿島町徳前C遺跡SB03等があげ

られる。
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